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要　旨

　カナダのサスカチュワン州、アサバスカ盆地地域の粘土を含む軟弱な鉱体から、高品

位なウラン鉱石を安全に、効率良く採掘する方法として、立坑掘削法である大口径のボ

ーリングによる採鉱法が試験された。

　この方法が適用された主な理由は、制限された空間（坑内環境）において、軟弱な、

高品位のウラン鉱石を採掘するのに最もシンプルに放射線防護対策をとることが可能な

ためである。しかし、当初からの最大の懸念は、従来からの採鉱法に比べて採鉱コスト

が大幅に高くなること、またこの採鉱法による実績が無いことである。

本報告書は、ミッドウェスト・プロジェクトの試験結果を踏まえて、ブラインド・ボ

ーリング採鉱法のコスト計算をF／S資料（NEVP＆Bench採鉱法）に基づいて実施したも

のである。掘削速度10m／日、掘削径をL5mφと仮定するとNEVP＆Bench採鉱法に比べ

て、約15％のコストアップであった。

　シガーレイク・プロジェクトでは、この採鉱法と類似したボックスホール・ポーリン

グ採鉱法とジェット・ボーリング採鉱法で試験採掘を実施した。この両採鉱法とブライ

ンド・ボーリング法との主な違いは、掘削方向（下向きか、上向きか）と、これによる

掘削時の繰り粉（鉱石）の回収方法である。

　この両採鉱法の生産コストは、ブラインド・ボーリング採鉱法の起業費、操業費を算

出する構成と同じであるので、採掘工程が、今回設定した掘削径と掘削速度の9通りの

組み合わせの範囲内であれば、同じように考えることができる。

放射線防護に対して、安全で確実なブラインド・ボーリングまたはジェット・ボーリ

ング採鉱法の技術が確立していれば、従来型の採鉱法と比較してコストの差が1割～2

割の範囲であるならば、従来法での不確実性（放射線防護に対する不安と、軟弱な岩石

の採掘の不確実な回収）とバランスし、技術的目処がついているブラインド・ボーリン

グまたはジェット・ポーリング採鉱法を選択し、経験を積み電ねながら、生産コストの

低減が計れると考える。

　今回の検討で特に不十分な事項は、掘削時の繰り粉回収方法と高品位ウラン鉱石であ

る繰り粉を製錬所まで運搬する方法であり、今後の調査、検討が必要である。

＊　動力炉・核燃料開発事業団東濃地科学センター鉱床解析室
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1，　ミッドウェスト・プロジェクトでの試験採掘

　（1）ミッドウェスト・プロジェクトの概要

　ミッドウェスト鉱床は、PointNQrthの近くのマックリーンレイク鉱山の西約20Kmの位

置にある。州道905号線から2Kmの鉱山アクセス道路によって結ぱれている。

鉱徴は1977年に発見され、1980年までに442孔の試錐が、鉱床の規模を確認するため

に実施された。

　1988年にミッドウェスト共同企業体（MJV）は、地質工学と水理地質に関する坑内条件

を調べ、また適用可能な採鉱法にっいての検討データを得るための試験採掘の許可を取

得した。

FISでの操業計画は、夏期の6ヵ月間だけ採鉱作業行い、平均品位6、2％U308の主要な高

品位鉱体では、さく岩員を放射線から防護するために非鉱化体中の上部坑道からさっ孔・

発破される。

　高品位の起砕鉱石は、下部坑道で遮蔽された、遠隔操作の機械により積み込まれる。

低品位鉱は、改善された従来型の採掘法であるベンチ式採掘法によって、マニュアル操

作で採掘を行う。鉱石は、製錬所への運搬トラックに直接積み込まれるか、竪坑櫓近く

の置場に一時保管される。

　MJVは、Total　Minatoc6Ltd，（56％）、Denison　Mines　Ltd，（19，5％）、OURD（Camda）（4，5％）、

Urahez　Exploration　andMiningLtd．（20％）からなっている。

（2〉試験計画

1）掘削方式

　　ブラインド・ボーリング採鉱法によって試験採掘を行う。ブラインド・ボーリ

　ングの機械として、レイズ・ボーラーを使用して下向きに全断面掘削を実施する。

　　掘削の繰り粉の回収は、乾式とする。ただし、孔内の湧水136ε／min

　（301gal／min）以上の場合であれぱ、湿ヰを検討する。

掘削の繰り粉の回収方法は、7Kgσcm2の圧気をロッドから送り込み、圧気が孔

口側に漏れないようにパッカーの役目を果たすカバーシールを取り付け、繰り粉

をエアリフトで4”φパイプを通して回収する・・

回収した繰り粉は、フィルタークロンで鉱石を分離し、コンテナー袋に詰め

込む。空気は、排気風管で排出される。
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図1－1ブラインド・ポーリング採鉱法
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2）掘削仕様

　掘削径1．2mφ、掘削深度35m、掘削本数4孔、掘削速度1．5～2f》hr（45～60cm／

hr）と見積もった。機械は、Ingersoll－Rand社製のRBM－7型レイズ・ボーラーをブラ

インド・ボーリング用に改良して使用する。

3）試験準備
　19呂8年1月に試験採掘認可申請が出され、1988年9月に試験採掘許可を取得し・直

ちに立坑開削に着手した。

地質調査のために、坑内の機械設置予定箇所か与コアボーリングを4孔を実施し

た。

　また湧水状況を確認するために311mmφ（12、25『’）のパイロヅト孔を掘削したが・

周辺に漏気が発生したために繰り粉が上がらなくなり・21mで掘削を中止した。

　その後、パイロット孔をコンクリートで充填した。

　ブラインド・ボーリング法による試験採掘は、1989年9月11日に開始された。

　岩盤強度は、砂岩で400Kgσcmユ、粘土質鉱石で0－50Kgcm2である。
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　（3）試験結果

リーミングビットの先端に径320㎜め（12，51’）のパイロットビッ陸取り付1ナ、パィロッ

ト孔をガイドにしながら、直径L2m幽48－1）の孔を下向きに掘削する。

　リーミング掘削は、孔口から1mを湿式で行い、乾式に切り替えるためにリーミングビッ

トの直上にカバーシールを取り付けた。しかし乾式掘削では、トラブルが多発したため、

約9mまで湿式で掘削した。その後、乾式でリーミングを行った。

試験した掘削本数は、2孔である。掘削深度は、1孔目が3LOgmで、2孔目が33．77m

であった。試験結果をまとめると次のようになる。

1）掘削速度

　平均掘削速度；4，2m／日（2孔目のデータでは、33，8m／8日＝4．2m／日）

　最高掘削速度17，82m／日（1孔目のデータ）

2）工程

　　イ）実掘削日数は、19．5日（1孔目）、7，5日（2孔目）であった。

　　ロ）稼働率は、13，9％（1孔目）、52．9％（2孔目）であった。

3）岩盤の状況
　　軟弱岩盤中に開削された空洞で見られる地圧による、坑道の天盤や踏前の押し

　出しは、見られなかった。

　　当初懸念されていたブラインド・ボーリングで掘削した孔壁の押し出しはなく、

　シールドは不要で素掘りが可能であった。

　　ただし掘削後、放置時問は不明であるが、掘削した第1孔は、31mの内半分が

　埋没してしまう程の孔壁の崩落が生じた。

5
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（4）問題点

主な問題は、掘削の繰り粉の回収時のトラブルであった。

D乾式掘削時の繰り粉の回収
　　イ）繰り粉回収用パイプカ吼中にあるため、カバーシール、スタビライザーがロッ

　　　ドと一緒に回転するとパイプ（4”）が破損して繰り粉が、回収不能になった。

（対策）①カバーシールとスタビライザーのベァリング部の構造を見直した。

　　　②繰り粉の回収をロッド内を通して行う方法とする。（リバース・サーキユ

　　　　　レーション方式の採用）

　ロ）回収した繰り粉の鉱石を分離するフィルター・クロンの処理能力が、不足で

　ある。

（対策）①現在4台のフィルター・クロンを備え付けているが、もう1系統並列に

　　　　増設する。

　　　②孔内への湧水を防ぎ、繰り粉が濡れないようにし、フィルター・クロン

　　　　の目詰まりを無くす。

2）湿式掘削時の繰り粉の回収

　　イ）繰り粉が微粉となり、ふるいの網目が目詰まりし、分級できない。

（対策）①湿式掘削では、ビット掘削面と繰り粉回収パイプの吸込み口の間隔を狭

　　　　くする必要がある。　（リグラインディングを防止する。）

　　　②カッターのチップをインサート型から歯型に変更し、繰り粉の大きさを

　　　　　大きくする。

　　ロ）繰り粉と掘削用水を完全に分離できず、水分70～80％のスラリーとなり、

　　　コンテナー袋による運搬では、0，2mの掘削長で満杯となり、鉱石運搬能力

　　　が不足する。。
（対策）鉱石を坑外へ搬出する方法としてスラヴー運搬を検討する。

3）リーミングビットの取付け方法

　　イ）基礎の設計（取り付け方法によって変わってくる。）

　ロ）基礎コンクリート打設方法（打設機械のスペースをつくる掘削費がかかる。）

　　ハ）ボーリングチャンバーの掘削費が高い。

（対策）①リーミング・ビットを取り付けるために、コンクリート桟橋を造って、

　　　　機械の基礎としているので、工期と工費の面で問題があり、設計し直す必

　　　　要がある。

　　　②下向きの掘削をボックスホール・ボーリング法による上向きの掘削法に

　　　　切り替える。
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4）孔壁の崩壊
　　イ）掘削時、ビット回収時の孔壁の崩壊による掘削不能となる。

（対策）①ある程度の崩壊では、リーミング・ビットが引き上げられる時に引っか

　　　　　かると、リーミング・ビット外径の上段が48”→43”、内径が44’閣→36『’に

　　　　　ピンが折れて小さくなって、ビットの回収が、可能になる。

　　　②試錐データにより孔壁の崩壊を予測し、危険が考えられる場合は、岩盤

　　　　　凍結を実施する。

　ロ）掘削完了後、孔壁が崩壊し、隣接箇所の採掘ができなくなる。

（対策）充填を迅速に行う。周囲の採掘に影響しないように強固な充填（セメント

　　混合比を増やす。）を行う。

5）漏気（逸水）時の掘削法

（対策）泥水を用いた湿式で行うか、グラウトによって漏水を防いで乾式掘削を可

　　　能にする。

6）湧水（301gal／min以下の場合）時の掘削法

（対策）湿式で行うか、止水グラウトか水抜きボーリングで湧水量を減らす。

7）採掘実収率
（対策）採掘跡が円形となり、機械の据付位置と基礎の関係で実収率が決まる。

　　　採掘実収率72％、ズリ混入率21％という設定がPreFISにある。

〆
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2．　シガーレイク・プロジェクトでの試験採掘

　（1）プロジェクトの概要

　シガーレイク鉱床は・1981年に発見されたもので、平均品位9％U］OB前後で・資源埋蔵

量は3億8，500万lbU308（約148，000tU）である。

　1985年にシガーレイク・プロジェクトを推進するためにCLMC（CigarLakeMining

Corporation）が設立され、1987年に試験採掘許可をサスカチュワン州政府から取得した。

1988年から立坑開削が開始され、1991年に試験採掘がCLMCによって実施された。

CigarLakeでの試験採掘プログラムは、1992年で終了しており、現在、許認可手続きの

ためのEISを作成中である。

　1992年末までに、約1億3，000万カナダドルを同鉱床に対する探査ならぴに試験採掘に

つぎ込んでいる。

CLMCの構成は、Cameco社（48、75％）、Cogema　Resources（36、375％）、Idemitsu　Uranium

Exploration　Canada（12．875％）、1くoreaElec面c　PowerCorporadon（2％）である。

　（2）試験計画

鉱石が、平均品位で9％と高品位で、軟弱な岩質であるために坑内採掘法として下記

の特殊な採鉱法を選択し、試験採掘を実施する。

1）採鉱法
①ブラインド・ボーリング法

　　ミッドウェスト・プロジェクトの試験採掘で実施された採鉱法で、大口径掘削

　機を使用して、下向きに掘削し、圧気または水圧かバキュームによって繰り粉を

　上の孔口側に回収して採鉱する方法である。

②ボヅクスホール・ボーリング法

　大口径掘削機を使用して、上向きに掘削し、落ドしてくる繰り粉をシま一ト

　（受け台）で回収して採鉱する方法である。

③ジェット・ボーリング法

　上向きに、高圧水で岩石を砕き、落下してくる繰り粉をシュート（受け台）で

回収して採鉱する方法である。
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図2－1　ボックスホール・ボーリング採鉱法
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2）掘削仕様

パイロット掘削径320mmφ（12．5”）、リーミング掘削径L5mφ、掘削本数2孔、掘

削長　50mで遠隔操作のできる機械を用いる。

　地下水や軟弱岩質などによって発生する各種の障害を排除するために・あらかじ

め岩盤を凍結させる方法を採用する。

3）試験準備

　1987年10月に試験採掘許可を取得し、1988年10月に立坑開削を開始した・最初の

試験採掘は、ボックスホール・ボーリング法で実施され、品位16％U308の鉱石55t

を採掘し1991年10月に終了した。

　（3）試験結果

CigarLakeでは、下部の坑道から採掘するボックスホール・ボーリング法とジエット・

ポーリング法の両方で、採掘を試験した。

　この試験によってCLMCは、地下水ならぴに岩質、放射線遮蔽技術の開発に見通しを

得ることができ、岩盤の安定性維持も確認した。全ての試験が、遠隔操作で行われた結

果、作業員の放射線被ぱく量は、許容量を十分下回るものとなった。
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　ジエット・ボーリング法と、ボックスホール・ポーリング法による採掘では、鉱石の

採取・搬出には遠隔操作できる機械を使用した。この試験採掘によって品位16％U｝08の

鉱石165tを採掘した。

1）ボックスホール・ポーリング採鉱法（上向き）

　Robbins－53RE型電動全断面掘削機が、遠隔操作で使用された。試験された掘削

孔は、直径L5mφ、延長50mで基盤岩および鉱体を貫いている。

イ）岩盤凍結

ロ）掘削方法

ハ）リーミング・

二）ビットの洗浄

ホ）繰り粉の回収

　　　1－30℃の塩水で一10℃にする。凍結孔の配置は、半径lmで

　　　外周方向にlm間隔である。

　　　1パイロット孔をまず上向きに掘削し、その後ビットを棄

　　　換して、リーミング孔を上向きに掘削する。

ビット；ディスク・カッター（カッター間のすき間は、70mmとし

　　　た。）

　　　；掘削時のビットの冷却と洗浄には、圧気を使う。高圧の

　　　圧気が、凍結した岩盤を氷解させないため冷却される。

　　　；リーミングビットの搬入、機械の支持を考慮したシュ

　　　ートで繰り粉を密閉した鉱車に流し摯む。孔の周嗣は、エ

　　　アバックで密閉している。

へ）繰り粉の洗浄

ト）放射線防護

チ）ロッドの搬入、搬出

リ）ロヅドの脱着　

ヌ）充填

1高圧の圧気と高圧水のスプレーがシュートに設置されて

おりロッド、スタビライザー、ビットの洗浄に用いる。

・粉塵とラドンガスは、シュートから扇風機で排出される。

；ロッドをチャンバーへの搬入、搬出は遠隔操作で行う。

1テレビ・カメラを使って半自動で行うことができる。

；リーミング・ビットとシュートを撤去した後、掘削機を

利用して、下からコンクリート・ポンプにより充填する。

この充填は容易に実施できた。

2）ジエット・ボーリング採鉱法

　高圧水（約550バール）によって岩石を砕いて筒状の空洞を作り、ここから鉱石を

取り出す採鉱法である。
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3．プラインド・ボーリング採鉱法のコスト計算

（1）コスト計算の前提条件

1）可採鉱量

　1990年7月のFIS資料より地質埋蔵鉱量に基づき、ブラインド・ポーリング法の採

掘実収率は、採掘跡が円形になるために、隣接する採掘跡間の部分が残るとして、

78．5％とした。

　ずり混入率は、 21，0％にした。

　表3－1に、NEVP＆Bench法とブラインド・ボーリング法の可採鉱量と可採品位を

示す。

2）採鉱法
採鉱法は、高品位鉱をブラインド・ボーリング法、低品位鉱をベンチ法として、

高品位鉱の採鉱法だけを変更した。

　ミッドウェストとシガーレイクのプロジェクトの試験採掘結果を参考にして、ブ

ラインド・ボーリングの掘削径をL2mφ、15mφ、2．Omφの3種類、各々の掘削

径に対して掘削速度を5，0m／日、10，0m／日、15，0m／日の3種類を設定し、合計

9通りの採鉱ケースについてコスト計算を行った。

3）生産規模

　1日当りの出鉱量は、F／Sと同じく225t／日（高品位鉱；136t／日。低品位鉱；89t

／日）として、高品位鉱の出鉱量は、可採鉱量に応じて高品位鉱と低品位鉱に振り

分けた。これによって高品位鉱の出鉱量は、136t／日から】24t／日となった。

4）作業の数量計算

　F／Sの資料より、北部鉱体の平均鉱体厚さが15，1m、南部鉱体の平均鉱体厚さが

9，9mである。

　ブラインド・ボーリング法による採掘の作業量は、1孔当りの鉱量を鉱体の平均

厚さから求め、その量を採掘対象鉱量で除して、掘削本数を算出することができる。

　また掘削延長は、約3mの厚さのずり延長を加えて、各鉱体の平均掘削深度を北

部1呂m、南都13mとした。

鉱石の比重を25として、1日当りの掘削速度より1台当りの出鉱量を求めて、そ

の量で1日当りの必要な出鉱量を除すと、ブラインド・ボーラーの台数が算出され

る。必要なブラインド・ボーラーの台数は、稼働率を50％として、算出した台数を

2倍して求める。　（表3－2参照）

坑道の延長は、ブラインド・ボーリング採鉱法では、下部の坑道が不要になるた

めFISの2／3とした。
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1表3－1　採鉱法による可操鉱量

鉱量（t） 品位（％∪308） ウラン量
ずり混入率（％） 採掘実収率（％）

（tU308） （千lbU308）
＜地質埋蔵鉱量〉高品位鉱

175，000 7．96 13，930 30，716

低品位鉱 123，000 2．16 2，657 5，858

計 298，000 5．57 16，587 36，574
＜可採鉱量＞F／S（NEVP＆Bench）高品位鉱

215，839 6．33 13，668 　　30，138 25．7 98．1296．41

低品位鉱計

135，898 1．88 2，561 5，648 14．6

351，737 4．61 16，230 35，786
プラインドーボーリング法高品位鉱

166，224 6．58 10，935 24，112 21．0 78．5096．41

低品位鉱 135，898 1．88 2，561 5，648 14．6
計 302，121 4．47 13，496 29，760

可採鉱量＝（地質埋蔵鉱量）＊（採掘実収率／100）＊（1＋ずり混入率／100）

可採品位＝（埋蔵ウラン量＊採掘実収率／100）／（可採鉱量）
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　　　　表3－2　ブラインド・ボーリング採鉱法の作業量

鉱石の比重12・5　　　　掘削機の稼働率150％

年間出鉱量137，200t／年1日当りの出鉱量1225t／日　　年間操業日数；184日／年

ズリ混入率；21％　　　採鉱実収率（％）　　　　78．5操業効率；90％

掘削径 高品位北部鉱体 高品位南部鉱体 計
採掘対象鉱量（t） 114，890 51，334 166，224
1日当りの出鉱量（t／日） 86 38 124

平均掘削深度（m） 18 13

掘削本数

1．2mφ1．5mφ2．Omφ

2，710 1，8t6 4，527

1，735 1，↑63 フ，Rq7

976 654
1，630

掘削延長

1．2mφ1．5mφ2．Omφ

48，786 23，614 72，400

31，223 15，113 46，336

17，563 8，501 26，064

1台当りの出鉱量（t／台・日）
掘削速度5，σ巾／日 1、2mφ1．5mφ2。Omφ

14．1

22．1

39．3
掘削速度10，0m／日 1．2mφ1．5mφ2．Omφ

28．344．2

78．5
掘削速度15．Om／日 1．2mφ1．5mφ2．Omφ

42．4

66．2
117．8

フつインドホ㌧ラーの必要台数（台）

掘削速度5．Om／日 1，2mφ1．5mφ2．Omφ 12 5 18
84 3 11

2 6
掘削速度10．Om／日 1．2mφ1．5mφ2．Omφ 642 3 96

2
1 3

掘削速度15。Om／日 1．2mφ1．5mφ2．Omφ 4 21 642

31

1
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　（2）起業費

起業費は、採鉱関係の採鉱機械（自走式）の購入費と開坑の横坑掘削費の変更を行っ
た。

1）採鉱機械（自走式）の購入費

イ）さっ孔機械

　採掘ジヤンボ、レイズ・ポーラーは、不要になるために計上しない。

　ブラインド・ボーラrは、必要台数分を購入する。

ロ）積込／運搬機械

　牽引車（鉱石、ズリ）の台数は、鉱石用牽引車については、基本的に各ブライ

ンド・ボーラーの移設に使う牽引車と兼用することとした。ただし、ブラインド・

ポーラーの台数が少ない場合は、計上する。

　鉱石コンテナーの台数は、竪坑でコンテナーを積み替えて運搬するため、各稼

働ブラインド・ボーラーの1日当りの出鉱量分の必要台数の2倍の台数とした。

　LHD（1．5m3）の台数は、鉱石の直接積込がなくなるため、 3台 を 2台にした。

ハ）サービス用車両

　牽弓1車は、移設が行われているブラインド・ボーラー毎に必要となることから

移設のブラインド・ボーラーの台数分だけ計上した。ただし、ブラインド・ボ

ーラーの必要台数が少なくなる場合は、当初設定したサービス用牽引車の稼働時

問を吸収できなくなることを考慮して台数を決定した。

　燃料用台車は、立坑運搬を考慮して1台を3台に増やした。

　資材台車、タンク台車、クレーン用台車は、ブラインド・ボーラーの移設と出

鉱を考慮して、移設のブラインド・ボーラーの台数分にした。

二）人員、資材用車両

　人員、資材用牽引車と台車は、各ブラインド・ボーラーの移設に使う牽引車と

台車を兼用することより、計上しない。ただし、ブラインド・ボーラーの必要台

数が少なくなる場含は、当初設定した人員、資材用牽引車と台車の稼働時間を吸

収できなくなることを考慮して各台数を決定した。

2）開坑の横坑掘削費

　採掘準備坑道は、鉱体の上部、下部坑道と積込坑道である。ブライ～ド・ボーリ

ング法では、下部坑道が不要となるために横坑掘削費だけを2／3とする。
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　（3）操業費

　ブラインド・ポーリング採鉱法を採用することによって、操業費に影響するコストを

労務費、物品費、電力費に分けて下記に示す。

1）労務費
影響する労務費は、採鉱の労務費だけであるとして、F／Sの資料を修正して計算

する。

採鉱関係の人員は、レイズボーラー員、採掘さっ孔員、採掘員の代わりに、ブラ

インド・ボーラー員と坑内員をボーラーの台数によって見直した。

ブラインド・ボーラーの作業員の構成人員は、掘削中は、2名（アラインドホ㌧プ員）

×2方で、1台当たり4名とする。移設・準備中は、4名（フ’ラインドホ㌧ラー員2名、

坑内員2名）×2方で、1台当たり8名とする。

2）物品費
　影響する物品費は、 採鉱の物品費、採鉱機械の燃料・油脂類、保全部門の採鉱関

係だけであるとして、F／S資料を修正して計算する。

イ）採鉱の物品費

　F／Sでのレイズボーラー、採掘さっ孔の物品費は不要になり、その代わりにブ

ラインド・ボーラーの物品費を計上した。ブラインド・ボーラーの物品単価は、

レイズボーラーと同じとして、掘削径に応じた作業量と乗じて物品費を計算した。

　各ケースでの出鉱量は同じであるので、ボーラーの掘削速度による物品費の違

いは生じない。

　発破（採掘）の物品費は、Bench採掘用として鉱量按分でFISの89／225を計上

した。

　坑道掘進、2次採掘準備の物品費は、採掘準備坑道が2／3になるので、2／3とし
た。

ロ）採鉱機械の燃料・油脂類の費用

　採鉱機械の台数は、購入台数である。機械の燃料・油脂類の年間コストを算出

するためには、機械の稼働時間をまず、求めらければならない。

　開坑に使う8tトラック、牽引車、LHDの稼働時間は、作業量が2／3になるため

に、それに応じて稼働時間を2／3にした。
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　F／Sでは牽引車の稼働時問は、鉱石運搬〔16hr／日）、ズリ運搬（8hr〆日）、人員・

資材用〔8hrノ日）の各1台とサービス用（6hr／日）2台である。

　ブラインド・ポーリング法では、プラインド・ボーラーの移設に使う牽引車

（5hr／日）が、鉱石運搬と人員・資材用牽弓1車を兼用するために、稼働時間を増

やした。

ハ）採鉱機械の保全費

　掘進ジヤンボの年間さっ孔長は、作業量が2／3になるために、2／3とした。燃料・

油脂類のコストと同様に、開坑に便う8tトラック、牽引車、LHDの稼働時間お

よぴ牽引車の稼働時間を設定した。

3）電力費
　影響する電力費は、採鉱関係の電力費だけとして計算する。

採鉱機械装置で、従来のレイズボーラーと採掘ジャンポの代わりに、ブラインド・

ボーラーの電力費を計上した。
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　　　表3－3　く11！ll肖q速1夏15、Om／「ヨ〉

　　　　　　　　　プラインド・ボーリング法の起業費〔1／3）

＜採鉱関係＞　　（掘肖II速度：5．Om／日）

直援費 工耶、設備名 直接費（千c＄）
FIS

1．2mφ 1．5mφ 2，0mφ

採鉱竪坑工事（準備費）

再開サイト施設 ＄1，010　＄524 ＄1，010　＄524 ＄1，010　＄524 ＄1，010　＄524

竪坑工事（堀下り工準費） 西竪坑東竪坑 　＄617＄2，447 　＄617＄2，447 　＄617＄2，447 　＄617＄2，447

据付費（巻上げ機）据付費（コガレッサー） 西竪坑東竪坑 ＄601＄513＄50

＄601 ＄601 ＄601
＄513＄50 ＄513 ＄513

＄50 ＄50

採鉱設備（巻上げ機） ＄1，096＄1，477 ＄1，096＄1，477 ＄1，qg6 ＄1，096

＄1，477 ＄1，477

採鉱設備（巻室） 東竪坑 ＄442 ＄442 ＄442 ＄44Z
採鉱設備（コンフ’レソサー） ＄97 ＄97 ＄97 ＄97

採鉱機械 （自走式） さっ孔機械 ＄2，372 ＄15，370 ＄9，665 ＄5，590
積込・運搬機械爆薬・装填車両　　PF　FF』隙”　｝1，『P■臼Fr隙P”　　　榊　　　　　　　一rrrr　　r ＄2，321　＄52　＄558　　　一　　一一＄301

＄1，975　　＄O ＄1，997　　＄0 ＄2，105　　＄o

サービス車両　　　　　　　　即　　　　　　　　　

人員・ 資材車両

＄2，884　『　一』輔　■■』■

＄1，058

＄106
一　 　 　マ　π　『　 　

＄106
採鉱機械（固定式）

ボンプ設備・排水関係充填設備通気設備坑内付帯設備坑外付帯設備

＄974

＄2，042　＄974…＄1，a11＄3，357＄2，535 ＄Z，042　＄974＄1，211 ＄2，04Z　＄974
＄2，042＄1，211＄3，357＄2，535

＄1，211

　＄3，357＄3，357＄2，535

＄2，535

坑内機修場 開坑時の掘削310Lサーヒ’スショフフ◎

＄283 ＄283＄230 ＄Z83 ＄283
＄230 ＄230 ＄230

開坑
『　『　『　『　

＄17843　＄615＄1，844　　＄39　＄319＄1，200　＄738

＄11 　兎11、Rq『
横坑掘削　　冒立坑掘削支保サンプグラウト試錐西竪坑巻上げ

　＄615＄1844　＄39　＄319＄1，200　＄738

　＄615＄1，844

　輔　＄39　＄319＄1，200

＄738
採鉱関係の起業費 ＄47，708 、＄56，491 ＄49，895 ＄45，01S

＜起業費の計＞
ウラン量（千Ib）

（1）　NEVP＆Bench

　　　　　　　35，786
（2）ブラインドホ㌧リンゲ法

　　　　　　　29，760

換算レート（C＄／US＄）

　　　　　　　　0．8

F／S 1．2m 1．5m Z．Om
採鉱関係　（干C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄47，708　　　1，33 ＄56，491　　　1．90 ＄49，895　　　1．68 ＄45，015　　　1．51

製錬関係（千C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄56，281　　　1，57 ＄56，281　　　1．89 ＄56，281　　　1．89 ＄56，281　　　1．89

施設閲係　（千C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄18，181　　　0，51 ＄18，181　　　0．61 ＄18，181　　　0．61 ＄18，181　　　0．61

直接費　　（干C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄1Z2，170　　　　3，41 ＄130，953　　　　4．40 ＄1Z4，357　　　　4．18 ＄119，477　　　　4．01

間接費　　（千C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄55，110　　　1，54 ＄55，110　　　1．85 ＄55，110　　　1．85 ＄55，110　　　1．85

起業費の合計（干C＄）　　　　　　　（C＄／1b）　　　　　　　（US＄／lb） ＄1ア7，280　　　　4．95　　　　3，96 ＄186，063　　　　6．25　　　　5，00 ＄179，467　　　　6，03　　　　4．82 ＄174，58ア　　　　5．87　　　　4．69
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表3 3　（掘削速度，5，011頑、1〉

ブラインド　ボーリンク“法の，起業費（ 2／3〕

＜製錬、施設、間接費＞

間接費

工再、設備名 直接費（干C＄）
FIS

1．2mφ 1．5mφ 2．Omφ
直接費製錬所　　　　』　　■

整地貯鉱場破砕、分級コンベア建屋磨鉱アンモニア浸出設備

＄95＄473＄662＄τ89 　＄95　＄473　＄662　＄189＄4，635 ＄95＄473＄662

　“　－　－　－　－　－＄189

＄4，G35強▽03　＄473

　　『　『　『　■　臼　■　胃　■　■　■　■　■＄4，635

＄1，703 ＄1，703　＄4フ3

　＄473＄4，635

　　　一　』　■　

＄2，176
，　』　”　『　町　－

婁1，986

＄2，176＄1，986■　『　P　一罰　㎝＄2，081

イ工ローケーキ ，一婁～，081

降憾1，892
■　P　■一　■　．　腕　－　－　－　－　■＄1，892

＄2，081＄1，892＄6，621＄2，554＄5，770＄5，675

，　胃

＄6，621

酸素製造装置

＄6，621＄2，554　『　『　■　』　一　・叫＄5，77q、

　一　『　，　『　

＄5，770■　■　甲　一　｝　一　『　

　胃　罰　n　一　■　『　

＄5，675

鉱さい堆積場 伐開、整地ダム（土壌）ダム（ライナー） ＄1，135＄6，904＄2，270　＄946　＄662　＄95＄2，081　＄568 ＄1，135，憲β一go4＄2，270　＄946　　　一　

　＄662　＄95＄2，081　＄568

＄1，135＄6，904 　＄1，135　＄6，904■　　π　『　＄2，270

　＄2，270『　『　幅　＄946

＄946
（ライナー用の砂）ダム工事ポンプ設備

　＄662　＄95＄2，081　＄568
　一　一　

配管設備電気設備

　π　■　『　■　■　■　■　一　■　　■＄568

製錬の起業費 ＄56，281 ＄56，281 ＄56，281 ＄56，281
施設 施設の起業費 ＄18，181 ＄18，181 ＄18，181 ＄18，181
直接費の計 ＄122，170 ＄130，953 ＄124，357 ＄119，477
プロジェ外費用 探鉱　E　I　S準備、訓練 ＄4，122＄8，339 ＄4，122＄8，339 ＄4，122＄8，339 ＄4122＄8，339

（計） ＄12，461 ＄12，461 ＄12，461 ＄12，461
間接費 製錬建設設備宿泊、人員輸送 ＄3，100＄τ，900＄7，033 ＄3，100＄1，900＄7，033 ＄3，100＄1，900＄7，033 ＄3，100＄1，900＄7，033

（計） ＄12，033 ＄12，033 ＄12，033 ＄12，033
建設管理 地上施設設計 ＄9，680 ＄9，680 ＄9，680 ＄9，680

運転資金 3カ月分 ＄11，424 ＄11，424 ＄11，424 ＄11，424
予備費

採鉱（開坑）　　（設備）製錬（物品〉　　（鉱さいダム）インフラ（配電、用役） ＄2，641＄1，398＄1489＄3，245　＄739 ＄2641＄1，398＄1489＄3，245　＄739 ＄2641＄1398＄1489＄3245　＄739 ＄2641＄1398＄1，489＄3，Z45　＄739

（計〉 ＄9，512 ＄9，512 ＄9，512 ＄9，512

間接費の計 ＄55，110 ＄55，110 ＄55，110 ＄55，110
起業費の計 ＄177，280 ＄186，063 ＄179，467 ＄174，587
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8

　　　表3－3　く掘削速度；5，0mノ日＞

　　　　　　　　ブラインド・ボーリング法の起業費（3／3）

（掘削速度；5，0m／日）

機　械　名 機　　種 単価（千C＄） FIS
1．2mφ 1，5mφ 2．Omφ

台数 金額（千C＄）台数 金額（千C＄）台数 金額（千C＄）台数 金額（千C＄）
さっ孔機械掘進ジャンホ　臼　胃　

　－　『　■　帽　『　『アライントポ7

Min卜M3tlcHS2051Data　Sob　H1008RARedBore40 700．4856．8815．0815．0 1113
アOO4856881

50　00

11819
　7004　　0．0　　00141670．015，370．4 111

700．4
16ア 　　700．4　　　0．0　　　　『　『　

　　　0．0　｝　甲　』　■　』　甲　「　『…益β90・0　5，590．4

1

　
0．0　　0．08β65．0

2，372．2 12
9，665．4

積込／運搬機械8tトラック（ズリ〉

RockRunna800 165．6163718 331．2327．4378．0850．5 21272234

　0．0331．2

163．7

　2
224　2

　0．0331．2　』　』　』　一　一　　』　

327．4445．7

567．0

牽弓陣（鉱亘考リ）鉱石コンテナー婆q丈15mのコンクIl一トミ拷一

MaItlMover800Conta旧er（5t）

■　　　『　『　『　『　』　『　『　『　『　『　 　 　『　『　

Toro150DUtimlx830

　　501，2　　567、0轍　　　　■舳　■　　　一一一甲一　　433．8　1，996．9

　　■　一　一　凹　■一　「　』　一　■　¶　P　F　■　1

232
　433．82，105．1　433．82，320．9 　433．81，975．4

爆薬、装填車 Loadingカセット 51．7 1 51．7 0．O 0．0 0．0

サービス用車両牽引車燃料用台車

MaltlMover800Fuelカセソト 163．727．337．8
21 3274273 939

1．4733 6　 3 491．1囮　』　』　一　『　『81．9

8T，9340．2 3
66

■　　■一　｝　F　l　r　甲　■　，　，　r 3
『

資材台車タンク台車 Materialカセット 37．8

98228192268406．8

3 113．4
§ludge姦潔ツト 67．8

111

67．8
991

610，～ 3 20『。4
クレーン用台車『田　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－■■r鴨r一扁臼 350 帽

岬　幽　■

Shopカセット 350 6 210．0 3 105．0
吹付用台車 63．0 1 63．0558．3

r ，繍榊門””■r■■

ShotCreatカセット

　3150　63．02，883．6

128 1 　63．01，057．8

7 40
　63．01，970．7

16
人員、資材用車両牽引車

MultiMover800 1637 1 163．731．5 OOO．0 O 0．0
0022

　0，0　0．0105．8105．8

資材台車ジープ
咤

Serviceカセット o 0 　0、0105．8

LandCruzer
31．552．9 コ　2　4

105．8

022

105．8105．8 22

301．0 105．8

計 44
5，604．1 93 20，335．2 76 13，738．8 57 8，859．1

1



長3－4　く掘削速度，5．〔）m／日＞

ブラインド　ボ㌧リング法の操業費（1181

〈労務費と物品費＞

FIS
1．Zmφ 1，5mφ Z．Omφ

労務費 人員 （千＄／年） 人員 （千＄／年〉 人員 （千＄／年） 人員 （干＄／年）

採鉱
直幡（MJV）腸負 13 　＄772＄Z，ア82 13134

　＄772＄10，176 1392
　＄772＄6，996 13㎝　『　　r　　　　

　＄77～＄4，725

37

探鉱の計 50
＄3，554 147 ＄10，948 105 ＄7，768 75 ＄5，497

製錬 製錬分折 5S11
＄2，495　＄448 5511

＄2，495　＄448 5511
＄2，495　＄448 5511

＄2，495　＄448

製錬の計 66
＄2，943 66 ＄2，943 66 ＄2，943 66 ＄2，943

保全 採鉱製辣 1432
　＄926＄1，440 1432 　＄926＄1，44Q 1432 　＄926＄1，440

32
　＄926＄1，440

保全の計 46 ＄2，366 46 ＄Z，366 46 ＄2，366 46 ＄2，366
坑外 倉庫．資材坑外．警備 88

＄308＄308 88 ＄308＄308 88
＄308＄308 ＄308＄308

8
坑外の計 16

＄615
16
＄615

16
＄615

16
＄615

総務 本社現場事務保安．医療 19 ＄963＄328＄543 19712 ＄963＄328＄543 19712 ＄963＄328，　，　』　1　”　『　『＄543

＄9637 　19
　一　『　，　『　■　　7－　12 』　『　

12
＄328＄543

総務の計 38
＄1，833 38 ＄1，833 38 ＄1，833 38 ＄1，833

労務費の計 216
＄11，310 313 ＄18，704 271 ＄15，525 241 ＄13，254

物品費 消費量

採鉱 採鉱物品燃料，由脂 ＄2356　＄B7　＄285 ＄4，596　＄150　＄285 婁3，508　＄131 ＄2，663　＄117

ブロパン
＄285 ＄Z85

採鉱の計 ＄Z，779 ＄5，032 ＄3，925 ＄3，065
製錬 556Kg／t392Kg／t

＄3，696
『■一甲一』，『　　　　　　』』 』』』 一r

0、4Kg／t
　一　一　』　』

硫酸（93％）　　　　－　『　－　凹石灰Percol351Percol　E～4酸化マク’ネンウム過酸化水素塩化バリウム

0．25Kg／tρ23Kg鷹，0．22Kg／KgU

33，696■　』　』　一＄2，774　＄45　＄Z8　＄187　＄465

0・08Kgζド9UO，48Kg／KguO、12Kg／KgU

■　一　一　一　』　　一　一

　　　　鎮51　　　＄1，436　　　　　＄98

0・03Kg水9∪0．01Kg／KgU
＄28＄49

製錬試薬の計 ＄9，123 ＄9，123 ＄9，123 ＄9，123
製品用ドラム缶ボール／ライナー傑業／允析油脂類プロハノ

＄187＄57＄200＄308＄30 ＄187＄57＄200＄308＄30
＄187＄57＄200＄308＄30 ＄187＄57＄200＄308＄30

製錬の計 ＄9，905 ＄9，905 ＄9，905 ＄9，905
保全 ＄547＄535＄60Q＄100＄50

＄989＄535＄600＄100＄50 ＄752＄535＄600＄100＄50 ＄587＄535＄600＄100＄50

保全の計 ＄1，832 ＄2，274 ＄2，037 ＄1，872
坑外

通信事務ガソリンブロパン ＄100＄6Q＄11＄97 ＄100＄60＄11＄97 ＄100＄60＄11＄97 ＄100＄60＄11＄97

坑外の計 ＄268 ＄268 ＄268 ＄268
物品費の計 ＄14，784 ＄17，478 ＄16，135 ＄15，110

人員’膝働人員
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　　　　表3－4　く掘削速度；5．Om／日〉

　　　　　　　　　　ブラインド・ボー一リング法の操業費（2／8）

〈電力費と総務の経費〔物品費）〉

堰力費 F／S 1．2mφ 1，5mφ 2．Omφ

探鉱 　　　　＄368　　　　＄156　　　　＄443｝”，㈲一　一　　■一■■■』　　　　　＄32　　　　　＄88
＄368＄156＄443＄170 ＄368＄156＄443 ＄368＄156＄443＄66

＄了09＄88

■　■　■　凹　甲　■　一　』　』　，　『　』　P　　　＄88

　一　』　』　

＄88
■　　』，1圏　■■■，■　　　　　＄71

＄71 ＄71 ＄71

採鉱の計 ＄1，158 ＄1，Z96 ＄1，Z35 31，192

製錬 製錬給水／送風 ＄1，314 ＄1，314 ＄1，314

＄273 ＄273 ＄273 ＄～73

製錬の計 ＄1，587’ ＄1，587 ＄1，587 ＄1，587
坑外 キャンプ ＄80＄40 ＄80 ＄80 ＄80

サーヒ取施設／照明
『　『　『　『　『　『　『『　』　『　『　『　『　『　『　『　　　　　＄40

＄40 ＄40
坑外の計 ＄120 ＄1ZO ＄120 ＄120
電力費の計 ＄2，865 ＄3，003 ＄2，942 ＄2，899

経費 項目 （干＄／年）

経費
宿舎交通（フラィト）市民税

　　　　＄1，113皿　－　■　臼　臼　■　一　』　　　　＄1，095

＄1，113 ＄1，113 ＄1，113
■　■　■　凹　『　制　■一　【　■　一　＄1，095

＄1，095 ＄1，095

＄150 ＄150
　　　　＄150　　　　＄458Pサ甲一”！口、’－■－罰　　　　＄350　　　　＄112

－　■　，　－　臼　－　■　■　罰　』　『　『　『　『　『　『　　　　＄458

＄458＄350

（原子力管理委員創
『

　　　　＄150　　　　＄458■　■　』　一　胴　髄　　　　＄350　　　　＄112　　　　＄470

A　E　C　B保険J〉経費

■　』　■　一　1．　－　『　． ＄350
『　『　『　『　『　『　『　『　『　『

地表権リース料本社事務所

＄112
　一　一　一　一　一　　

＄410一『，解．－■『■甲一

　　＄470甲　．　■　』　n　『　＄1、080

．＄1，080 ＄1，080 ＄1，080

経費の計 ＄4，828 ＄4，828 ＄4，828 ＄4，828

総計 ＄33，787 ＄44，013 ＄39，430 ＄36，091

操業費の集計 年問ウラン生産量
（刊b／年）

（1）　NEVP＆Bench

（2）フ甲ラインド本㌔リング

操業費 FIS
1，2mφ 1．5mφ 2．Omφ

採鉱 　　　，＄3，554＿　　．＄2』779　　　　＄1，158

　　　＄101948 蔓7，768 ＄5，497
，1，，婁5，032＄1，296

＄3，065
＄3，925■　F　・　『＄1，235

＄1，192

採鉱の計 ＄7，490 ＄17，275 ＄12，929 ＄9，754

製錬
労務費物品費電力費 ＄2，943＄9，905＄1，587 ＄～，943＄9，905＄1，587 ＄2943＄9，905＄1，587 　　　　＄2，943　　　　＄9，905

　窄　F　　　　＄1，587

製錬の計 ＄14，434 ＄14，434 ＄14，434 ＄14，434
保全 労務費物品費 ＄2，366＄1，832 　＄2，366◆＄2，274 ＄2，366＄2，03ア 　＄2，366一　』　一　　』　＄1，872

保全の計 ＄4，198 ＄4，640 ＄4，403 ＄4，238

坑外
労務費物品費電力費 ＄615＄268＄120 ＄615＄268＄120 ＄615＄268＄120 ＄615＄268＄120

坑外の計 ＄1，003 ＄1，003 ＄1，003 ＄1，003

総務 労務費物品費 、、＄1，833＄4，828 ＄1，833＄4，828 ＄1，833＄4，828 ＄1833＄4，828

総務の計 ＄6，661 ＄6，661 ＄6，66｝ ＄6，661

操業費の計　　（千＄／年） ＄33，787 ＄44，013 ＄39，430 ＄36，091
（＄／lb） 8．93 12．01 10．76 9．85

3，783

3，665
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表3－4　く掘削速度，5，0m／日＞

　　　　　　プラインド　ボーリング法の操業費（3／8）

〈操業費の計＞

年間ウラン生産量

（1）NEVP＆Bench
（2）アラインドホ㌧1ルク’

（干lb／年）

　　　3，783

　　　3，665
＜F／S＞

繰叢費 （人員）労務費 物品費 電力費 計 原単位（＄／1b）

採鉱 50　　S3，554 ”779 ＄1，158 　＄7，490 1．98
劃錬 66　　＄2、943 ＄9，905 ＄1，587 ＄140434 3．82
保全 46 　＄フ、黛66

響　　　　■　＄1，832

＄4，198 1．11
坑外総務

16　　　＄615 ＄268 ＄1フn ＄1ρ03 0．27
38　　＄1，833 ＄4β28 ＄6，661 1．〆b

操業費の計 216　　＄11，310 ＄19，612 ＄2，865 ＄33，787 8．93
原単位（＄／1b） 2．99 5．18 O．76 8．93

く1．2mφ＞

操業費 （人員）労務費 物品費 電力費 計 原単位（＄／1b）

　『　『　『坑外総務

147　＄1Ql948 ＄5，052 蝶1，プq6 4．71
66　　＄2。94346　　＄2β66 ＄9，905＄2，～74

．＄肱賀5＄14，434　＄4，640

r－7r　rr　rr，　　　　3．94　　　　1、27

16　　　＄615 ＄268 ＄120 ＄1，003 0．27
38　　毒1，b53 ＄4，828 ＄6，661 1．82

操業費の計 313　＄18，704 ＄22，306 ＄3，003 ＄44，013 12．01

原単位（＄／1b） 5．10 6．09 0．82 12．01

く1．5mφ＞

操業費 （人員）労務費 物品費 電力費 計 原単位（＄／1b）

採鉱製錬保全坑外総務 lO5 　　＄776866　　＄2，94346　　＄236616　　　＄61538　　＄1，833 ＄1レ235㌧ ＄12庁9～9 3．53
＄1，587一　　一　　　　　　　　　■　＄120

＄14，434＄4，403 3．941．20　

　＄Z68＄4，828 ＄1ago3＄6，661

操業費の計 271　＄15，525 ＄20，963 ＄2，942 ＄39，430 10．76
原単位（＄／Ib） 4．24 5．72 0．80 10．76

く2．Omφ＞

操業費 （人員）労務費 物品費 電力費 計 原単位（＄／1b）

採鉱劃錬 75　　＄549766　　＄2，943 ＄306S＄9，905＄1，872　＄Z68＄4，8Z8 ＄1192＄1，587

　一　　　1．16　　　027　　　1．82

保全坑外総務 46　　＄～，366
16　　　＄61538　　＄1，833

＄120

操藁費の計 241　＄13，254 ＄19，938 ＄2，899 ＄3 6，091 9．85
原単位（＄／1b） 3．62 5．44 0．79 9．85

23



長3一斗　く掘削速度，5，1）αV日）

ブラインド・ボーリング法の操業費〔4／8）

　　　　　　　　　　　　採鉱の労務費

　　（掘削速度15，0m／日）

機　械　名 単価（C＄〆hr） F〆S 1，2mφ 1．5mφ ～，Omφ

人数 hr／人日 千C＄／年人数 hr／人日 千C＄／年 人数 hr／人日 千C＄／年人数 hr／人日 千C＄／年
直轄会社（スタフ7）黄任者採鉱主任技師採鉱技師

41．9141．9132．33 a，0882，0882，0882，088

1　　87．5　　67．5

11

Z，088フっ88 2，088 87．5
2，0882，0882，088

87．587．567．5

2，088 87．5

87．587．567．595．087．567．5

1 2，088
『　一　P　－　P■　P

2，0881　■　圏　1　輔　，　，　隠λ∩RR

67．5
22．75 ～ 、2ρ88 95．0 2 2，088 95．0 2 95．087．5

41．91 ，、』2ρ88 2，088 87．5 1 2ρ88 87．5 1 フρ88

採鉱係員地質主任技師地質技師地質係員測童員測量補助

32．3322．7522．7520．00

190．0

1 2，0882，088 67．5 1 2，088 67．5 1 　　一　2，088
－　　n　皿　　皿　　　　　　　　　　　一　■　■　　67，5

411

190．0 4 2，q882，088 190．0 4 2ρ88 190．O

～，088…≧，088200882，088

47．541．8 2ρ自82，088 47．5
11 11

2，088 47．5

41．8 2，088
　』　』』　『　』　

2ρ88 41．8
直轄会社の計 13

771．8 13 771．8
13

771．8
13

771．8

S9．4Z 1

O．0

63．O 1 2，120 63．0 1 2，120 63．0
　57．6　207．5　371，8　185．9　　Q，06，096．7

　　57．6
』　1『　π　『　『　207．5

，　1　『　』　虎　』　『　『　371．8

1 1，839 57．6
　2，120
．1孔β書9　1，980　L840　1，840

2 1，980 207．5

2，1201，839！ρ801，8401，840！，840

1，8391，9801，8401，840

4 1，840
　■　一　一　一　』　一　一　一　騨　371、8

ジャンボさっ孔員レイズホーラ

一員

－　－　－　　胃　－　■185．9
2024

1，840
』　『　『　』　』　『　『　『『　『　『　　　　　『

1P84q．、 O．0

185．9n　－　1－　■　0．0

　一　『　『　■　『　『　－　『

．1，840 3，725．8 1，840
　一　一　■　■　一　　■2，032．2

82．6129．3
0．0 0 0．0 0

一　『　

0．0
1β401，乳β40

0 ∩。0
04

0．0 0 　O，〇　一　』　一　一　■　

258．6　鱒　

330．4

．，，，ユβ40
　258．6　330．4　139．1　231．0　100、5　158，91　126．6

258．6 、、，1」840 258．6 4 1，8401，840

44．8935．14313925．3937．0134．39 4 1，8401，97918401，9792，14711840

330．4
4222222

1，840 330．4 4
　139，12079．3　100．5　158，9　126．6 1，979　■　一　，　輔

139．1 2 1，979 139．1
」，840 1，270．7 12 1，840 693，1　100．5

1，9792，1471，840

126．6

2 1，979
22 2，147■　『　『　胃　『1，840

採鉱現場の計 37
2，781．5 134 10，175．9 92 6，996．3 62 4，725．2

電気技師機械技師機械工電気工坑外員 42．2539．5235．8937．3920．88 11ア32 1，981119792，0041，9851β41 83．739．1503．5222．776．9 11732
1，9811，9792，0041，9851，841 83．739．1503．5222．776．9

11732
1，981囎792ρ0419851，841

　　83．7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　一　，　』　　　

　　39．1

1，981　』　一　』　

　　83，7

503．5222．776．9

　1，979一　』　2，004　『　胃　『　1，985　1，841 39．1503．5222．776．9

採鉱保全の計 14
925．8
14

925．8 14 925．8
14 925．8

請負会社の計 50
3，707．3 147 11，101．7 105 7，922．1 75 5，65LO

合計 63
4，479．1 160 11β73，5

118
8，693．9 88 6，422．8
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表3－4 く掘削速度15．Om／日＞

ブラインド・ボーリング法の操業費〔5／8）

年間の採鉱物品費
（掘削遮度15，0m／日）

機　振　名 単位 単価（C＄）

F／S 1 2mφ堀削径 1，5mφ儀削径 20mφ堀削径
数量 金額（C＄） 数量 金額（C＄） 数量 金額（cs｝ 数量 金額（C＄〕

レイズポーラーコンクリート

m3
Z14．00 57

12，198
アンカーポルトパイロツトビツト ケm 42．8031．59 77∩ 11，556

！83 241735

00000

0
リニ．ヱ、ごカッター mmm 協R。4R 7R3

131，904
リーマービットロツド

14．0452．64 783783
10β9341，～17

Oooo

m 20．76
甲　”　F

1儒，？『

00

783油脂機械部品その他

mm 21．063．51 783 16，4902，748
申　』

783
00

　〇一　』　　一　〇

ブラインドポーラrコンクリードアンカーポルト

m3ケ 214．OO42．80 　4025，580 86，028238，824 　4023，570 86，028　　　　　田　　

152，796

　4022，010 86，02886，0Z8

パイロツトビット m 31．60168．4614．04

R－ql　R 281，746 5，706 180，310 3，210 101，436
リーマーカッタ mmmmmm

b，I　b8，916 1501989　125，181 5706 961，233 3，210 540，ア57

．5706 80，112 3，210 →5，068
ロツト

　　52，64一　一　一　　2076　　2I　G6　　　3．Sl

5，706 300，364 3，Z10 168，974
油脂磯械部品その他

89168916a，9168，916 　469，338－　185096　187，771　　31，295

118，45ア 3，210 66，64057065，706

甲騨一一”　　　　　　　『『、

　120，168 3，210 6ア，603

5，706 ZO，028 3，210 11，267
採掘さ

ケ本mm 　48150τ12864　　　214　　　115　　　028 6348
．盈ρ、33554，175一　■　■　F－　1　■469752S244　6146 00000

　0囮　■　一　〇 　　　　　0『　“　　“　　n　　　　　O

一n　一

その他（掃ブフク ） m

、～．1ρ5121，95121951

　〇

　　　　　り■　■　一　■　一　一　　■　　　　　0　　　　　0

発破（採鋸）．騨（06kgイP，．雷管その他

Kgケm 43010．700．32 T9125Z50020000 82238 7565　9897，911 7，565　　■　■　囮　醐　一　　

3Z，530 η，『箱
26，7506，400

隻β，53010，582

989 ”『『■醒一甲甲一r■r－＿ 一　－　■

10，582

7，565’百897，911

10，582
2532

7，911 2，53～
一　一　一　一　一　

2，532
発破（掘進）爆薬その他

Kgt　　’ 1710．11 肇20G22，500 ～，052Z，475 　　80015ρ00 、」β68T，650 　　80015，000

礁6亀
1，650

　　8001S，OO〔｝ 1，嬬R

1，650
坑内運搬 【 0．11 37，200 4，092 37，ZOO 4，092 37，200 4，09Z 37，200 4，09Z

　23511．75　　　4　642　　350．94
1，634　163436000　　　72　　Z7036，000 3839901920014400046224　　9，45033，840 　　　163416340Q　　36000　　　　　72　　　　27036000．00 38399019200国400046224　945033，840 　　　1634163400　　36000　　　　　72　　　　2／036000．00

3839901920014400046224　　945033，840 　　　1，634163400　　36000　　　　　72　　　　～7036000．00 383，99019ZOO14400046224　　945033，840

mmmmm3m
17525028013030030 1，1001，100，1－100 192，SOO275，0QO3G8，00014300016500033，000 740740740740370740

129500185000～07，～009620011i　oOO2～、200 7407407407弓0370740 129500185000～07，～009620011100022，200 14074D740740370740

1100　550筆，lQO

その他支保材事務用品

t月 0．336，000 3ア，200　　　　6 1227636，QOO 37～00　　　　6 1227636－000 37，200　　　　6 1227636，000 37200　　　　6 1227636，000

合計 2，356，4S7 4，596，101 3，508，328 ～，66～，634
ブロパンー坑外　　　　　一坑内 0170．17 　、700001，508，772 2890025b，491 　1100001，508，772 28900～56，491 　1700001，50a，／12 28900～56、弓91 　170，0001，508，772 28900256，491

ブロバンの計 Z85，391 285，391 28s，39i 285，391
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表3－4　＜掘削速度15，0mノ日＞

　　　　　ブラインド・ボーリング法の操業費（6／8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　採鉱機械の燃料・油脂類の年間コスト

　　（掘削速度15，0m／日〉　　　　　　　　　　　　　　　年間稼働日数；184日　　燃料コストl　O3＄／L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油脂類コスト11．926＄／L

獣

機　械　名 機　　種 出力（KW）
燃料消費量（1／hr） 油脂類消費量（レ台・年） FIS

1．2m 1．5m 2．Om

台数 hr／日 金額（千C＄）台数 hr／日 金額（千C＄）台数 hr／日 金額（千C＄）台数 hr／日 金額〔干c＄）

さっ孔機械掘進ジヤン矛

MiniMaticHS2051Data　Sol6H1008RA 6565 1414 2，0golβ00
11

1．030
46255400

　1

0
4，393　　0 1 0．7 4，393　　0

10
O．7 4，393　　0

採掘ジヤンボ
O

曽　”　．　『　　　　　　M　

積込／運搬機械8tトラッグ（ズリ｝　　　』－、』『

一　　　　一牽引軍〔鉱石）

10365 2218
1，0001000

2T1122 6．0160［8016．O 18425178247，33818209　『1952616，Z17 2010

　13，567
2 4つ 13，567　　05，02Q　　O14，55816，217

211022

RockRunna800MakiMover800

O 010

5020 　桝　H　－

一　一　－
｝　　　　　　　　『　『　『

5．0牽引車〔開坑）LHD（1．5m3） 14

4．016．05．05．07．0

MakiMover800TQro150D（採掘）
6565

18
　　600　1，200

　　　　M　12QO

4．0榊　”5105．07．0

O
ア．57．0 1455816，217

22 5．07．0
LHD（L5m3）…コン列一トミ打一 TorQ150D（開坑） 18　

226565

16 1，090、

サービス用車両牽引車

幽ltlMo〉er800 65 16 1000 Z 60 、、ユ、窪モ459 9 90 88，873 6 11．0 69，847 3 12．0 37，573

人員、資材用台車牽引車

MultiMover800 656060 14 600 1 8．0 　　7，338 O 0 0 0 0 0．0 　　04，3603，366

ジープ LandCruzer（監督員）Land　Cruzer（電気員）
99 2QO 11

8．06．O 4，360
11 8．06．0 4，3603ρβ6

11 8．06．0 4，3603，366
11

8．06．0

200 3β鰻．，，，，

計
16

137，q77
19

150，354
16 131，328

14 116，877



曽

表3－4 〈掘削速度；5，0m／日＞

ブラインド・ボーリング法の操業費（7／8）

　　　　　　　　　　　　　　採鉱機械のメンテナンス・コスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（掘削速度；5．Om／日）

1994／6／29

機　械　名 機　　種 年間の稼働単位 維持費（c＄〆） タイヤ費（C＄／） FIS
1．2m 1．5m 2．Om

台数 年間稼働 台数 年間稼働 金額（千c＄ 台数 年間稼働 金額（千c＄1 台数 年間稼働 金額〔千⊂＄）

さっ孔機械掘進ジヤンボ

MiniMatiOHq2∩『1 m／年
25．002．1559．0459．04

O．85 1 11 0021000　775 28435 1 740 　　19
　　　　0　　　　0　526046

740
19，1z9 1 740 19，129　　　0　　　0189，518

DataSoIo田OO8RA O．02
11

　o

Q18

495

10

006

535
レイズ・ボーラー

RedBQre40
m／年蘭／年

m／年

45－51045756憎　　　0

0
00

フ’ラィンドホ』ラー 茗1 519
．蕪7，059

積込／運搬機械8tトラック（ズリ）

Rock Ruma800 hr／年hr／年台／年hr／年hr／年

20，0 1，25 2 1，104 三β，92093，840託1，91000135240 2 　736　920β801，288

　31，280
2 736

黛12m
2
　736

．戴腰侮石，ズ巳）
1．251』501．25 2 2208 19，5501250067，620＿54，740

12722

　9201，3801，288 19，550B，50067，62054，740 　224　2

　Z

鉱石コンテナーLHD（1．5m3）コン四外ミキサー

MaltIMover800Contalner5t

Toro150DUtimlx830

20．0500023．020．0

2032

1ξ8“0

125220

1，Z88 …賄Z40

爆薬．装填車 Loadingカセ黒卜 台／年 2，000．0 1 ～，OOO 0 0 0 0 0 o

サービス用車両牽引車

Malti酬oVer800Fuelカセット hr／年台／年 　10，01000．O 100 z111 1104 24，2881，000
93

1，656 163軍qヨ4＿ 6
3
2，0Z4 133，584　3，000

33

2，208

燃料用台車 3，0PO

資材台車 Materialカセット 台／年 2，000．0300n。∩ λ6∩∩ 9 6 12，00018，000

タンク台車 恥dg吻セツト 台／年 『，000 9
18，000、27，000

6
クレーン用台車吹付用台車 ShOPカセット，，ShGtCreatカセット　　　ー　『　』　』　』

1000QlQ，OOO．0
11 11000 9 孚，oqg…，

61

．6，000

10，000

　3
　　一　『　　1　1

台／年台／年

19，000 1 1，9ρ00

MultiMover800SerVlceカセットLandCruzer hr／年台／年hr／年

10．O 0』50 1 1，472 15，456 o o 0 0 0 　　　0　　－026，919752，382 0　』　

〇257

　　01，288 　　　0　　　026919　　P587，181

，、、ユ、，Ω09・o

■　■　FO．45

1・ 1，000 　o－　2 0 0276

1，28810．O ，、〕，288 26，9．9 1，288 26，919
244

547，164
93

988，729



鵠

表3－4

年間稼働日数・184日

〈掘削速度；5，0m／日〉

ブラインド・ボーリング法め操業費（8／8）

　　　　　　　　　　　　　　年間の採鉱電力費

　　　　（掘削速度；5．Om／日）　　 　　　　　電力コスト ；d，1C＄／Kwh

機　械　名
負荷率％

F／S 1、2mφ 1．5mφ 2．Omφ

負荷電力 稼働時間 金額（C＄） 負荷電力 稼働時間 金額（C＄） 負荷電力 稼働時間 金額（C＄） 負荷電力稼働時間 金額（C勤
ポンプ 100 839 4380

367，482
839
4，380 367482　　P 839

4，380 367，482
839
4，380 367，48Z

巻上げ機
60 629

4，127 155，742
629 4127， 155742　　7 629

4，127 155，742 629 4，127 155742　　1

扇風機（生産中）扇風機（ST－BY） 8080
1，036　222 4，4164，344 365，998ア7，149 1，036　222 4416，4，344 365，99877，149 1ρ3β　222 4，4164，344 365，99877，149 1，036　222 4，4164，344 365，99877，149

扇風機の計 1，258 443，148 1，258 443，148 1，258 443，148 1，258 443，148
機械装置　　　　　　　一　』　一　』　』　』　』フつインドホ㌧ラー 60

60

241 2208 31928　　　0 　1 111170 2，208 ヌ4，7Q5

155，002
　111
　7T5

2，2082，～08

　94，723

111390
2208，2，208 14，70551，667

2，208

機械の計 ．241 ．31，928 1，281 1691707 826
109，428

501
66，372

コンブレッサー 80 225
4，896 88，128

225
4，896 88，128 225 4，896 88128　， 225

4，896 88，128
照明　　　　　』　凹　　一　■その他 100100 50100 “，75～4，752 5010Q

4，7524，752 23，760 50 4，7524，752 23，76047，520
50100

4，7524，752 23，76047，520、＿…23，760　47，520

47，520
1　1　P』　P　ド　P－100

その他の計 150 71，280 150
71，280 150 71，280 150 71，280

計 3，342 1，157，707 4，382 1，295，486 3，927 1，235，208 3，602 1，192，152



　　　表3－5

＜採鉱関係＞

く掘削速度l　IO，〔）mノロ〉

ブラインド・ボーワング法の起業費〔1／2〕

　　（掘削速度；10．Om／日）

直接費 工事、設伽名 直接費（千C＄）

F〆S 1．2mφ 1．5mφ 2．Omφ

採鉱竪坑工事（準備費）

再開サイト施設 ＄1010　＄524 ＄1010　＄5～4 ＄1010　＄524 ＄1010　＄524

竪坑工耶（堀下り工耳費） 西竪坑東竪坑 　＄617＄2，447 　＄617＄2，44ア 　＄617＄2，447 　＄617＄2，447

据付費（巻上げ機）据付費（コガレツサー） 西竪坑東竪坑 ＄601＄513＄50 ＄601＄513＄50 ＄601＄513＄50 ＄601＄513＄50

採鉱設備（巻上げ機） 西竪坑東竪坑 ＄1，096＄1，477 、＄1，096 ＄1，096 ＄1，096

＄1，477 ＄1，477
』　一　一　■　F　■　■甲　F■＄1，477

採鉱設備（巻室） 東竪坑 ＄442 ＄442 ＄442 ＄442
採鉱設備（コンプレソサー） ＄97 ＄97 ＄97 ＄97
採鉱機械（自走式） さっ孔機械　　　　　　■　一 ＄2，372 　＄8，035 ＄5，590 ＄3，145

積込・運搬機械爆薬・装填車両 ＄2321　＄52　＄558　＄301

■■－一囮■■■■■F■　　■P■■■”■■■』』』　　　　　　PP，』』　』』『『，『”　■『■F『　　　＄2，194　　　　　＄0
『　甲　P　胃＄2，161　　＄0

＄2，253　　＄0

　　，　 　臼　甲　■サービス車両人員　資材車両

1　』　r　一　一　　　　

＄1，058
　『　一　

　

＄106 ＄106　　＄301
採鉱機械（固定式）

ボンプ設備・排水関係充填設備 ＄2，042　＄974＄1，211＄3，357＄2，535 ＄2，042　＄974＄1，211＄鰯57＄2，535
＄2，042　＄974＄1，211 ＄2，042　＄974＄1，211

通気設備坑内付帯設備坑外付帯設備

＄3，357＄2，535

　■　一　

＄2，535

坑内機修場 開坑時の掘削310Lサーどスショッフ■ ＄283＄230 ＄283＄230 ＄283＄230 ＄283＄230

開坑 横坑掘削 ＄1 7 ＄11，895
＄11，895　』　■　』　　一　』　　一

＄11，895
立坑掘削支保サンプクラウト試錐西竪坑巻上げ 　＄615＄1，844　＄39　＄319＄1，200　＄738

　＄615＄1844　＄39　＄319＄1200　＄738

＄1，844

採鉱関係の起業費 ＄47，708 ＄48，158 ＄45，071 ＄42，609

＜起業費の計＞

ウラン量（干lb）

（1）　NEVP＆Bench

　　　　　　　35，786
（2）プラインドポーリング法

　　　　　　　29，760

換算レート（C＄／US＄）

　　　　　　　　0．8

F／S 1，2m 1．5m 2．Om
採鉱関係

（千C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄47，708　　　1，33 ＄48，158　　　1．62 ＄45，071　　　1．51 ＄42，609　　　1．43

製錬関係　（千C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄56，Z81　　　1，57 ＄56，281　　　1．89 ＄56，281　　　1．89 ＄56，281　　　1，89

施設関係（千C＄）　　　　　　（C＄／lb） ＄18，181　　　0．S1 ＄18，181　　　0，61 ＄18，181　　　0，61 ＄18，181　　　0．61

直接費　　（千C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄1～Z，170　　　　3．41 ＄122，6ZO　　　　4．12 ＄119，533　　　　4，0Z ＄11ア，071　　　　3．93

間接費　　（干C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄55，110　　　1，54 ＄55，110　　　1．85 ＄55，110　　　1，85 ＄55，110　　　1．85

起業費の合計（千C＄）　　　　　　　　（C＄／ib）　　　　　　　　（US＄／1b） ＄177，280　　　　4，95　　　　3．96 ＄17ア，730　　　　5．97　　　　4．78 ＄174，643　　　　5．87　　　　4，69

＄172，18
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表3－5 く掘削速度l　lO，Om／日〉

ブラインド・ボーリング法の起業費（2／2）

（掘削速度；10．Om／日）

8

機　械　名 機　　種 単価（千C＄） FIS
1，2mφ 1，5mφ 2．Omφ

台数 金額（千C＄）台数 金額（千C＄）台数 金額（千C＄）台数 金額（千C＄）

さっ孔機械掘進ジヤンボ採鋸ジヤンボ

MiniMatlcHS2051
70Q．4 ド1 700．4

1丁

700．4 1 700．4 1 700．4
Data　SoIQ　HI　OO8RARedBore40 8568 11

856．8 αo 0．0 ：0．00．0

レイズ・ボニラー 815．0
9

0．0 0．0

フ’ラインドボフー 815．0

81 50　0．0

7，335．016 4，890．0 3 2，445．0
『　　一　■　■　■　 3 2，372．2 10 8，035．4 7 5，590．4 4 3，145．4

積込／運搬機械3tトラック（ズリ）

RockRunna800Maltl

Mover800
165．6 2 331．2 2 331．2

2227

　0．0331．2

2
　0．0331．2

牽引車（鉱石．ズリ）』 163i7 2 3274 2 327．4 327ピ4 2 327．4593．5

鉱石コンテナー Contalner（5t）． 18．9283．5 203 37810 28 1534．9 501．2
31

LHD（1，5m3）
Toro150D 85 α 5 2 567．0 2 567．0 2 567．0　433，82，252．9

コンクリー／ミキサー Utimix830
216．9 2 433．8

236
　433．82，194．3

235
　433．82，160．6

239

29
2，320．9

爆薬、装填車 Loadingカセット 51．7
1 51．7 0．0 0．0 0．0

サービス用車両牽引車

MaltiMo〉er80Q 163．7 2 5315

818．5 3 491．1 2 327．4

燃料用台車 Fue切セット 27．3
111

327．4273，■■，伽■　　　　，，

181』9 3 81．9 3 81．9

資材台車 Mat6rialカセット 37．8 37．8
ア　川”’g189．0 3 113．4 2 75．6

タンク台車 SIudgeカセツト． 67．8

35．0

67．8 5 1339．0 3 203．4 2 135．6

クレーン用台車 Shopカセット 1 レ　35．0 5 175』0 3 105．0 2 70．0

吹付用台車 ShotCreatカセット 63．O 1 63．0 1 63．0 1 63．0 1 63．0753．5

7 558．3
24
1，666．4

16 1，057．8
12

人員、資材用車両牽引車

MultiMover800
163．7 1 163．7 0 0．0 0 0．O 1 163．7

資材台車 Serviceカセット 31．5 1
p　　　　q　　31．5 02

0．0 0 0．0 1 31．5

ジープ
LandCruzer 52．9 2 105．8

”■grI，1　105．8 2 105．8 2 105．8
4 301．0 2 105．8 2 105．8 4 301．0

計
44 5，604．1

72
12，001．9

60 8，914．6 59 6，452．8

i



　　　　　喪3－6く掘削速1、艶，101）m／日＞

　　　　　　　　　　ブラインド　ボー1」ング法の操業費d／8）
〈労務費と物品費＞

F／S 1．ZmΦ 1．5mφ Z、Omφ

労務費 人員 （千お／年） 人員 （干＄／年） 人員 （千＄〆年） 人員 （千＄／年）

探鉱
直轄（MJV）講負 1337

　＄77Z＄2，782 1380
　＄772＄6，088 B6～ 　＄77～＄4，725 1344

　＄772＄3，363

採鉱の計 50
＄3，554 93 ＄6，860 75 ＄5，497 57 ＄4，135

製錬 製錬分析 5511
＄2，495　＄448 5511

＄2，495　＄448 5511 ＄2，495　＄448 5511 ＄2，495　＄448

製錬の計 66 ＄2，943 66 ＄2，943 66 ＄2，943 66 ＄2，943
保全 採鉱製錬 14 　＄926＄1，440 1432 　＄926＄1，440 1432 　＄926＄1，440 1432 　＄926＄1，440

32

保全の計 46 ＄2，366 46 ＄2，366 46 ＄2，366 46 ＄2，366
坑外 倉庫，資材坑外，警備 88

＄308＄308 88 ＄308＄308 88
＄308＄308 88

＄308＄308

坑外の討 16
＄615

16
＄615

16
＄615

16
＄615

総務 本社現場事務保安．医療 19712 ＄963＄328＄543 19712 ＄963＄328＄543 19712
＄963＄328＄543 　19　　7■　■　■　一　　一　』　』　12 ＄963＄328＄543

総務の計 38 ＄1，833 38 ＄1，833 38 ＄1，833 38 ＄1，833
労務費の計 216

＄11，31Q 259 ＄14，616 241 ＄13，254 223 ＄11，891
物品費 消費量

採鉱 採鉱物品
燃料由脂プロパン

＄Z，356　＄137　＄28S

　　　＄4596
　　　　＄129　　　　＄285

＄3508　＄117

　■　－　『　　田　『　』　＄285

＄～663　＄110　＄285

採鉱の計 ＄2，779 ＄5，010 ＄3，911 ＄3，058
製錬

硫酸（93％）石灰Percol351Percol　EZ4酸化マク’ネシウム過酸化水素塩化ハリウム

炭酸ソーダ硫化鉄灯油イ万功ノ斗アミン

556Kg／t392Kg／tO，4Kg／tO25Kg／tO・23Kgべ、、022Kg／KgUO，08Kg／KgUO．48Kg／KgU

0，12Kg／KgUρ・OIKg／櫓UO．01Kg／KgU

製錬試薬の計 ＄9，123 ＄9，123 ＄9，123 ＄9，123
製品用ドラム缶ホール／ライナー操業／分析油脂類プロパン

＄187＄57＄200＄308＄30 ＄芽87＄57＄200＄308＄30 ＄悪87＄57＄200＄308＄30
＄187＄57＄ZOO＄308＄30

製錬の計 ＄9，gO5 ＄9，905 ＄9，905 ＄9，905

保全 ＄547＄535＄600＄100＄50 ＄956＄535＄600＄100＄50 ＄736＄535＄600＄100＄50 ＄577＄535＄600＄100＄50

保全の計 ＄1，832 ＄2，241 ＄2，021 ＄1，862

坑外 通信事猫ガソリノブロパン ＄100＄60＄11＄97 ＄100＄60＄11＄97 ＄100＄60＄11＄97 ＄100＄60＄ロ＄97

坑外の計 ＄268 ＄Z68 ＄268 ＄268
物品費の計 ＄14，784 ＄17，424 ＄16，104 ＄15，093

人員r稼働人員

31



　　　炎3－6　く撮1肖rl速度，LO、Om！1∋1＞

　　　　　　　　　ブラインド　ボーリング法の操業費（2／8）

く電力費と総務の経費（物品費）〉

電力費 FIS
1，2mφ 1．5mφ 2．Omφ

探鉱
ポンプ巻上げ機ファン機械装置］刀ルツサーその他

＄368＄156＄443＄32＄88＄ア1
＄368＄156＄443＄92＄88＄71 ＄368＄．56＄443＄66＄88＄71 ＄368＄156＄443　丁　胃S41＄88

』　『『　 　 　『

＄71

採鉱の計 ＄1，158 ＄1，218 ＄1，192 ＄1，167

製錬 製錬給水／送風 ＄1，314　＄273 ＄1，314　＄273 ＄1，314　＄273 ＄1，314

＄273
製錬の計 ＄1，587 ＄1，587 ＄1，587 ＄1，587

坑外 キヤンプ ＄80＄40 ＄80＄40 ＄80＄40 ＄80＄40

サーヒース施設／照明

坑外の計 ＄120 ＄120 ＄120 ＄120
電力費の計 ＄2，865 ＄2，925 ＄2，899 ＄2，874

経費 項目 （千＄／年）

経費 宿舎交通（万イD ＄1，113　　『　『　『　π　［　「

＄1，113

　　　　＄1，095

＄1，113＄1，095　＄，50　＄458　＄350　＄112　＄470＄1，080

＄1，095　＄150　＄458

＄1，1B　囮　■　r＄1，095＄1百6　＄458

ir 　

＄350＄112
　一　　■　

　＄470＄1，Q80 　＄47031，080

経費の計 ＄4，828 ＄4，828 ＄4，828 ＄4，828

総計 ＄33，787 ＄39，794 ＄37，085 ＄34，685

操業費の集計 年間ウラン生産量

（千lb／年）

（1）　NEVP＆Bench

（2）アラインドポーリング

3，783

3，665

操業費 F／S 1．2mφ 1．5mφ 2，0mφ

採鉱
労務費初品費電力費 　　　＄3ド554　　　＄2779，　．　■　圃　　　＄1，158 ＄6，86055，010』＄1，218 騒，497＄3，911＄1，192 ＄4，135＄3，058　　

　　一

＄1，167

探鉱の計 ＄7，490 ＄13，088 ＄10，600 ＄8，359

製錬
労務費物品費電力費 ＄2943＄9，905＄1，587 ＄～943＄9，905＄1，587 ＄2943＄9，905＄1，587 ＄2943＄9，905＄1，5B7

製錬の計 ＄14，434 ＄14，434 ＄14，434 ＄14，434

保全 労務費物品費 ＄2，366＄1，832 ＄2，366＄2，2弔 ＄2，366＄2，021
　　　　＄2，366

　　　　＄1，862

保全の計 ＄4，198 ＄4，607 ＄4，387 ＄4，ZZ8

坑外
労務費物品費電力費 ＄615＄268＄120 ＄615＄268＄120 ＄615＄268＄120 ＄615＄268＄120

坑外の計 ＄1，003 ＄1，003 ＄1，003 ＄1，003

総務 労務費物品費 ＄1，833＄4，828 ＄1，833＄4，828 ＄1，833＄4，828 ＄1833＄4，828

総務の計 ＄6，661 ＄6，661 ＄6，661 ＄6，661

操業費の計　　（千＄／年） ＄33，787 ＄39，794 ＄37，085 ＄34，685
（＄／lb〉 8．93 10．86 10．12 9．46
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長3－6　く抗喜肖II速ノ隻，LO、1）m／i』1〉

ブラインド　ボーリング法の操業費（3／8）

く操業費の叶＞

年間ウラン生産量

（1）NEVP＆Bench
（2）フ『ラィンド末’一リング

（千Ib／年）

　　　3，783

　　　3，665
〈FIS〉

操叢費 （人員）労務費 物品費 電力費 計 原単位（＄／1b）

採鉱製錬 50　　＄蔓，55尋 頼、77q ＄1，158 ＄7，490 1．98

66　　＄2，943 ＄q，905 ＄1，587 ＄14，434 3．82
保全坑外総務

46　　＄2366 ＄1，832 ＄4198 1．11

16　　　＄615 　＄268＄4，828

＄120
＄t三Ω03＄6，661

38　　＄1，833

　　　　0，27『　『　　『　『　『　『　『　『　『　　　　1．76

操業費の財 216　　＄11，310 ＄19，612 ＄2，865 ＄33，787 8．93
原単位（＄／lb） z．99 5．18 0．76 8．93

＜1，2mφ＞

操業費 （人員）労務費 物品費 電力費 計 原単位（＄／lb）

採鉱製錬保全坑外総務

93　　＄68 ＄与，010＄9，905＄2，241

＄1218 漁13、088 　　　　3．57　　　　3，94

　　　　1．Z6

＄1，587 ＄1舶34＄4，607

16　　　＄61538　　＄、，833 ＄26員＄4，828

＄1zo ＄！ρ03、

＄6，661 1．82

操業費の計 259　　＄14，616 ＄22，252 ＄2，925 ＄39，794 10．86

原単位（＄／1b） 3．99 6．07 O．80 10．86

〈1，5mφ〉

操業費 （人員）労務費 物品費 電力費 計 原単位（＄／1b）

採鉱製錬保全坑外総務 75 　＄5，49766　　＄2，94346　　＄2366

16　　　＄61538　　＄1，833

＄3，911＄9，905、事2，021　＄268＄4，828

＄1，19Z＄1，587　＄120 ＄1q，600
2．893．941．200．271．82

＄14，43“＄4，387

＄1，003＄6，661

操業費の計 241　　＄13、254 ＄20，932 ＄2，899 ＄37，085 10．12
原単位（＄／1b） 3．62 5．71 O．79 10．12

＜2，0mφ＞

操業費 （人員）労務費 物品費 電力費 計 原単位（＄／lb）

採鉱製錬保全坑外総務

，婁2ρ43…，

＄3058＄9，905＄1，862　＄268＄4，828
＄1，167＄］，587 ＄8，359＄14，434 2．283．941．150．271．82

57　　
＄4B56646　　＄2，366鴇　　　　＄61538　　＄1，833

＄120

＄4，228＄1，003＄6，661

操業費の計 ZZ3　　＄11，891 ＄19，921 ＄2β74 ＄34，685 9．46
原単位（＄／1b） 3．24 5．44 0．78 9．46
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羨、 1－6 く掘削迷度；IO．1）m／日）

ブラインド・ボーリング法の操業費（4／8）

　　　　　　　　　　　　採鉱の労務費

　（掘削速度1博．Om／日）

搬　械　名 単価（C＄／hr） FIS
1．2mφ 1．5mφ 2．Omφ

人数 hr／人日 千c＄／年人数 hr／人日 干C＄／年人数 hr／人日 千c＄／年人数 hr■人日 干C＄／年

1112
2，0882，088？、∩8R 87．587．567．595．0 87．587．567．595．087．567．5190．0

2，∩RR

2，0882，0882，0882，0882，088 87．567．5190．047．541．8

■　■　■　一　■　■　■　』　47．5　41．8

直轄会社の計 13
771．8

13
771．8

13
771．8
13

771．8

2，120
11242

0

211～9、… 1 2－120 63．057．6
11

63．0
，1β39 1，83910980、1，8401，840

　207．5n　　■　■　『　『　－　371．8　185．9　　00？，∩黛2。2

　丁　 　一　1，840　1，840

　　　一

　

1，016．1
3600442

　0．0　0．0258．6330．4139．1 　0．0　0．0258．6330．4139．1

1，8401，8401，979

18222Z31．0100．S158．9126．6 184 103916　100．5　158，9　126．6 6931100．5158．9126．6 62Z2
1，84019792147，1，840 346．5100．5158．9126．6

採鉱現場の計 37
2，781．5 80 6，087．9 62 4，725．2 44 3β62．5

電気技師機械技師機械工電気工坑外員 42．2539．5235．8937．3920．88 11732
等，9811，979Z，OO41，9851，841 83．739．1503．5222．7ア6．9 11732

1981、噂1，9792，0041，9851β41 83．739．1503．5222．776．9
11732

198iL97920041，9851，841 83．739．1503．5222．776．9 11732

19811－979200419851，841 83．739．；503．5222．776．9

採鉱保全の計 14
925．8 14 925．8

14
925．8 14 925．8

請負会社の計 50
3，707．3 93 7，013．7

75
5，651．0 57 4，～88．4

合計 63
4－479．1 106 7，785．5

88
6，422．8 70 5，060．2
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表3－6 　　く打而肖1」速ノ 蔓：l　l〔） 〔）［Yゾ日　〉

ブラインド・ボ㌧リング法の操業費（5侶）

年間の採鉱物品費
（戚削速度l　IO．Om／日｝

磯　減　名 単位 単価lC＄） FIS
1、Z田φ掘削径 1、5mφ慨削径 2．Omφ掘削径

数量 金額〔C＄） 数里 金額（c＄1 数量 金額（c＄1 数量 金額（C＄〉
レイズポーラーコンクリート

m3
214．00

　　　　　『7『『『『　　　　　　　　『『『rr『r『　　　　　Z70

アンカーポルト　　　　　　　　　F『ド　r　I，1パイロットビッ

卜

ケm 42．8031．59

　　12。198『『『『r『『r　r　r　r　　11，556　　～4735

783

リーマーカッター m 168．46
783』「【P』【［

783

卜

リーマービット mm 140457．64

　13↑卜904r，■”μ■一．『隅鴫』一甲甲臼悼　一　　1n，qq3

ロツド ’83 41，乙17

霜口旨 m とU，！b 7B3
16，255

Oo

0
機械部品その他 m ～1．06

783783
16，4902，748 00

m 3．51
ブライ

リートアンカーポルト m3ケmmm

214．00 　4QZ§，5808，916

86，028 40Z
8FnフR

4n7
8「。02興

14．04

。只R，a24 152，！．b ～，010 86，028

パイロッドビット
『　『　『　『　『　『　『　『2d1，γ46

　　3，570－　－　軸　■　■　『　■　皿　髄　『　一　　5，706

180，310 3，Z10 101，436
a　g168，916 1501989　1Z5181 5706．』’5，706

9貼盆33 3，2103，210 540，75745ρ6a

80112　　コ

mmmm 52．64～0．7621．063．51

8，91R 4Rq、η只 5，ア06 300，364 3，Z10 168，974
　　891b　　8，916 1ごb

uu6187，771 与，7065，706 118，4．呈～120，T68 　　　3，210　　　　　　n

　　3，210

　66、640　　『　一一67，6Q3

8－916 31，295 5，706 20，028 3，210 ”，～67
採掘さっ孔，ピット（ケ／300顧只ツト（本／100qm）ケーノノグ機械部品その他（本一ルフ■フク）

ケ本 　481．50㎜1128．64　　　214　　　1．；5　　　0．ど8

48
　　30β35　　熟1養　　46975　　25244－　　　6146 00000 0 On

一
　　　　　　u　　　　　　O

　『　　　　　　0

2τ195121951　　　■■囮一　r　

21951

0000

発破（採掘）．爆，楽（0・6kgイリ雷管その他

．Kgケr了1 4．3010700．3～ 191z5 8223826，ア50 ア565　9897911 32，530 7，§65 32，530 7，555 32，530
250020，00Q

一　『 』　『　』　『　『　『　』　『

　9 10，5822，532 989
10，58210，58Z2，532

6，400 7，911 2，532
発破（掘進）爆薬その他

Kgt

了，ア10．11 1，2002Z，500 20522，475 　　80015，000 1，3681，650 　　aoOl5，000 13681，6SO 　　800　　　『　■　囮　■　駆　■　　　　

15，00G

萎，36δ■　一　一1，650

坑内運搬 t 0、U 37，200 4，D92 37，200 4，092 37，200 4，092 37，200
4092　ぴ

　23511．75　　　4　642　　3sO．94 1，6341，63436，000　　　72　　27036，000 383，99019，200144，00046，224　　9，45033，840 　　　1，634　1634、00　　36，000　　　　　ア2　　　　2703600000 383，99019，ZOO144，00046224　　　｝　　9，45033，840 　　　1，6341634．00　　36，00G　　　　　ア2　　　　2703600000 383，990　19，200禍4，00046，224　　9，葡0　33，840 　　　1，634　1634，00　　36000　　　　　72　　　　27036000．00 383，99019200144，00046224　　9，45D　33，84D

mmmmm3m　

175250280BO30030

、1001100　5501，100

192，500275，000308，0001論3，0001650GO33，000
740740／40740370740 129500185，000207，20096，200111，00022，200

74G74074074Q370740
129500　　　戸185，0002G7，20096，200111，00022，200 740740740740370740

その他支保材田務用品

t月 0336，000 3ア200　　　　6 1727636，000 37200　　　　6 1227636，000 372GD　　　　6 12Z7636，000 37200　　　　6 12～7636，000

合計 2，356，457 4，596，101 3，508，328 ～，662，634

ブロバン
坑外　　　　　一坑内

0170．17 　1700GO1，508，772 28900256，491 　170，0001，508，7アZ 28，900256，491 　170，0001，508，772 28，9002S6，491 　110，0001，508，77～ Z8，900256，491

ブロパンの計 285，391 Z85，391 285，391 285，391
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表3－6 く掘削速度；

ブラインド・

（掘削速度110，0m■臼）

機　械　名 機　　種 出力（KW） 燃料消費量（1／hr） 油脂類消費量（1／台・年） FIS
1，2mφ 1．5mφ 2、Omφ

台数 hr／日 金額（千C＄）台数 hr／日 金額（千C＄〕台数 hr／日 金額（千C＄）台数 hr／日 金額（千c＄）
さっ孔機械　
掘進ジャンポ　　『　『　『　

MlmMaticHS2051　　　　』DataSob　HIOO8RA 6565 11

103．0 46255，400 10
0．7 4，393　→0 1

0
0．7 4，393　　0 10

0．7 4，393　　0

14
『『『 』■■『－一『一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－n 　r　■　罰　　一

積込／運撮機械8tトラック（ズり）　　　　　　T　T牽引車（鉱石）

RockRunna800 10365 2218 1，0001000　600“　－　　　　　　　　　11，200 6016108．016075ア．0
18425冗’17824　733818，209 　4．0■　，　一　．16．0 13，56717，8245020　　0 211

0

4．016．0 13，567τ7，8245020　　014，55816，217 21
13，56717，8245，020　　014，55816，217

駆　皿　■■　』　■　』　』　『　』MaIti赫o〉er800

21

掌引車〔開坑）しHD（1，5m3） MaltiMover800

Toro150D（採掘）

65656565 14181816
50507．0 505．07．0

　4．0　16．〇一　50　5．0　7．0

田D（1・量m3）⊇ンクリートミ村一
π　駆　『　『　皿　『　皿　㎜

1022

Toro巧OD（開坑）　　　　胃Utlmix830

1，200 19526

10

22 甲　F　P　，　陣　｝　甲　14，558
22

一　　一　　

1，000 2 蜂，217 16217　，

サービス用車両牽引車

　皿　■　－　■　■

　　　　　　　㌧　　MaItiMover800
65　
16 2 6．0 14450 5 9．0 ∴，，49，374 3 12．0 37，573 2 11．0 23，28Z

人員、資材用台車牽引車

MultiMover800 65 14 600 111

8．0 7，338 0 　　04，3603，366
011

0．0 0 8．08．06．0 7，338『　　『　π4，3603，366

ジープジープ Land　Cnuze「　（監督員）LandCruzer〔電気員） 6060 99 200200
8．O 4，3603，366

11

8．06．0 8．06．0

『　『　『　『　　『　『　』　』　『

　1

　1　1

6．0

4，3603，366

計 16
137，077

16
128，678

14
116，877

14
、09，925

10，0m／日〉

ボ＝リング法の操業費（6／8）

　　　採鉱機械の燃料・油脂類の年間コスト

　　　　　　　　　　　　1年間稼働日数1184日・　燃料コスト10．3＄／L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油脂類コスト11．926＄／L
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表3－6 ＜掘削速度110，0mノ日＞

ブラインド・ボーリング法の操業費（7／8）

　　　　　　　　　　　　　採鉱機械のメンテナンス・コスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（掘削速度110，0m／日）

1994／6／29

機　械　名 確　　種 年間の稼働単位 維持費（C＄／） タイヤ費（C＄／） FIS
1．2m 1．5m Z．Om

台数 年間稼働 金額（千C＄）台数 年間稼働 金額（千C＄！台数 年間稼働 金額（千c＄1 台数 年間稼働 孟額（千c5）
さっ孔機械榔進ジヤンポ

MinlMatlc跨S2051 m／年m／年m／年m／年

O．85
1 」，10皇、 28，4鰻＿ 1 740 　11　■　■　0　0　6 　740『　951 、漣9，129

1003
　　740一　　一一　一　1，070 19，129　　　0　　　0189，518

■　『　』　』　『　　『　『　　『　』　』　『　『　『　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　『　『　『　』　』　』　　』 『　『　』　『　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一－　冒　－　－　－　P　■『　，DataSobH1008RA

25．00～155904

O．02
11

45，570 0
12，129　　＿0　　　0

n

採掘ジヤンボ　　　　　　　ー　－　『　『　『　－　』　

　 　一　』　

　』　』Red　Bore40 59Q4
21000　775

　　闘　－　■　■　■　■　』

　45r756　　　　　0
09

991
呈6，578．

　　　0　　　0336882

積込／運搬機械8tトラック（ズリ）

RoeレRuhna800
hr／年hr／年

台■年hr／年hr／年

2∩。r、 葉．25
222032

1104『一■22081，8401，288 　46920　93184q．　10ρ00…！35，2“q　54，740 　2　2Z8　21　1　2　0 　7361，93Z

等，3801，Z88

β1 rZ80． ”＿．736　　究1。780 2 736 　31，280『　『　『　』　『　『　』　『　『　『　『　『　『

ン列外許サー一　　　　　　　■　－　『　－　　－

MaltiMo〉er800Contalner5tToro150DUtlmlx830
20．0500．023020．0 1．25150；．25 82，11014ρOO 、1，9321，3801，288 82，11013L与00

222
1，9321，3801，288 8Z，11015500　戸67，6～054，7竹u

爆薬．装填車 盈adingカセ乞卜
＿

台／奪 2ρOQ．Q 1 ～，oqq 0 0 0 o 0 o

サービス用車両牽引車　　一　』　』　一　

　『　■燃料用台車

MaltiMover800■　　　　　胃F〕elカセット hr／年台／年 　　10．010000

2，0QO．03，000．0

10o 211

1

1104 24，288，】，900 　5　－　　n　　 1，656 旦1，0昌ρ．
33
，2，208

2322

2，204
48，4883，000一　一　一4，0006，0002，00010，000

　　　　　　　｝　［　［　［資材台車

　 　 　一　 　マ

”　『　『M前ehalカセット 台／年台／年 2000 33

72，8643彦90060009，000

タンク台車 Sludgeカセット 『、OOO 5
100001『，OOO

クレーン用台車　　一　　　　　　　　　一－『P■－

　　　　　　　腕　－　．　－　■　一　一．＄駐叩カセツh，

台／年 1000010，000．O
11 1000 51

，，，、5，0qΩ

，，，

3 21

ShotCreatカセット 台／年 10ρ00 、10ρgΩ、，．， 1
3ρ0010，000

人員、資材用台車牽引車

MuItiMover800　 hr／年 10．0 0．50 1 1472 15，456 o O 0 0 O O 1 1，472 15，456　1，00026，919576，761

　』　一　”　一　り　P
台重ジープ訴

Serviceカセット 台／年hr／年 1，000．0 1 1，000 0 0 0 　　　026，919736，044
1259

1，Z88LandCruzer
10．0 O．45

244

1，之籔、一 26，919
272

1，288 26，919956，456 1，288

547，164

Z60
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表3－6

年間稼働日数・184日

く掘削速度110，0m／日＞

ブラインド・ボーリング法の操業費（8／8）

　　　　　　　　　　　　　年間の採鉱電力費

　　　（掘削速度JO．Om／日）　　　　　　　電力コスト ’0．1C＄／Kwh

機　械　名
負荷率％ FIS 1．2mφ 1，5mφ 2．Omφ

負荷電力 稼働時間 金額（C＄） 負荷電力 稼働時間 金額（C＄） 負荷電力 稼働時間 金額（C＄） 負荷電力稼働時間 金額（C勤

ポンブ
100 839 4380 367，482 839 4，380 367，482 839 4，380 367，482

839
4，380 367，482

巻上げ機
60 629 4127，

155，742
629 4，127 155，742 629

4127，

155，742
629
4，127 155，742

扇風機（生産中）扇風機（ST－BY） 　80一　■　■　80 1，036　222
4，4164344，

365，99877，149 1，036　222 4，4164，344 365，99877，149 1，036　222 4416，4，344 365，99877，149 1，036　222
4，4164344，

365，99877，149

扇風機の計 1，258 443，148 1，2
58

443，148 1，258 443，148 1，258 443，148

機械装置
60 24τ

2208『 31，928　　　0
111585
2，208 ．14，7吸…

111

390
22082，208

14，7ρ551667　P 11119S 2，2082，208 14705　P25834　P

　　　　■　　■　－　■　“　■　■　■　■フ’ラインドホ㌧ラー 60 2，208 　77，501

機械の計
241 31928 696 、92，206

501 66，372 306 40，539

コンプレッサー　　1　　80 225 4，896 88，128 225 4，896 88，128
225
4，896 88，128 225 4，896 88，128

照明 Llool　loo 50100 4，7524，752 23，760
50100 4，752『　『　『　『　胃4，752

23，76047，520
50100

4，7524，752 　23，760．　47，520
50100

4，7524，752 23，76047，520

その他 47，520

その他の計 150 71，280 150 71，280
150 71，280 150 71，280

計 3，342 1，τ57，707 3，797 1，217，985 3，602 1，192，152 3，407 1，166，318



　　　　表3－7

〈採鉱関係＞

く掘削速度ll5，〔）rn旧〉

ブラインド・ポーリング法の起業費（1／2）

　（掘削速度：15．Om／日〕

直接費 工事、設備名 直接費（千C＄）
FIS

1，2mφ 1，5mφ 2．Omφ

探鉱竪坑工事（準備費〉

再開サイト施設 ＄1，010　＄5Z4 ＄1，010　＄524 ＄1，010　＄524 ＄1，010　＄524

竪坑工事（堀下り工事費） 西竪坑東竪坑 　＄617＄2，447 　＄617＄2，447 　＄61ア＄2，447 　＄617＄2，447

据付費（巻上げ機）据付費（コンフ’レツサー） 西竪坑東竪坑 ＄601＄513＄50 ＄601＄513＄50 ＄601＄513＄50

採鉱設備（巻上げ機） 西竪坑東竪坑 ＄1，096＄1，477 ＄1，096＄1，477 婁1P96＄1，477 ＄1，096＄1，47ア

採鉱設備（巻室） 東竪坑 ＄442 ＄442 ＄442 ＄442
採鉱設備（］ンフ’レツサー） ＄97 ＄97 ＄97 ＄97

採鉱機械（自走式〉 ＄2，372 ＄5，590 ＄3，960 ＄2，330
積込・運搬機磁爆薬・装填車両　　　『　，　，　『　■　髄　『　■－　－　　　　　　一

　　”　F　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　■1　　　＄301

＄2，140　　＄0 ＄2，160　　＄0 ＄2，105　　＄0　　『　『　『　㎜　□　　』

サービス車両人員

資材車両
一　一　　　　　　　　　　　　　n

＄754
＄106

㎝　－　　■　■　一　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　一　　＄301

　　　＄586『　　　　　　』　『　　『　『　『　『　『　『　『　　』　　　＄301

採鉱機械（固定式）
ボンプ設備・排水関係充填設備通気設備坑内付帯設備坑外付帯設備 ＄2，042　＄974＄1，211＄3，357＄2，535 ＄2，042　＄974＄1，211＄3，357＄2，535

　一　

＄2，535

坑内機修場 開坑時の掘削310Lチヒ’λショガ ＄283＄230 ＄283＄230 ＄283＄230 ＄283＄230

開坑
横坑掘削立坑掘削支保サンブグラウト試錐西竪坑巻上げ ＄］7β43　＄615＄1，844　　＄39　＄319＄1，200　＄738

＄11，895　＄6丁雪　＄1，844　　＄39　＄319＄1，20g、　＄738

＄11，895 ＄11，895
　＄615＄1，844　一　一　』　』　＄39　＄319．＄1，200　＄ア38 　＄615＄1，844　＄39　＄319＄1，200　＄738

採鉱関係の起業費 ＄47，708 ＄45，050 ＄43，331 ＄41，478

＜起業費の計＞

ウラン量（干！b）

（1〉　NEVP＆Ben（＝h

　　　　　　　35，786
（2）プラインドポー1ルグ1去

　　　　　　　29，760

換算レート（C＄／US＄）

　　　　　　　　O．8

FIS
1．2m 1．5m 2．Om

採鉱関係　（干C＄）　　　　　　（C＄／lb） ＄47，708　　　1．33 ＄45，050　　　1．51 ＄43，331　　　1．46 ＄41，478　　　1．39

製錬関係　（干C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄56，281　　　1，57 ＄56，281　　　1．89 ＄56，281　　　1．89 ＄56，281　　　1．89

施設関係　（干C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄18，181　　　0．51 ＄18，181　　　0．61 ＄18，181　　　0．61 ＄18，181　　　0．61

直接費　　（干C＄）　　　　　　（C＄／lb） ＄12Z，170　　　　3，41 ＄119，512　　　　4．02 ＄117，793　　　　3．96 ＄115，940　　　　3，90

間接費　　（干C＄）　　　　　　（C＄／1b） ＄55，110　　　1．54 ＄55，110　　　1，85 ＄55，110　　　1．85 ＄55，110　　　1．85

起業費の合計（千C＄）　　　　　　　　（C＄／Ib）　　　　　　　　（US＄／lb） ＄177，280　　　　4．95　　　　3，96 ＄174，622　　　　5、87　　　　4，69 ＄172，903　　　　5．81　　　　4．65 ＄171，050　　　　5，75　　　　4．60
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鼻o

　　　　　表5－7　く掘削速度；15，0m／目〉

　　　　　　　　ブラインド・ボーリング法め起業費（2／2）

（掘削速度115．Om／日）

機　械　名 機　　種 単価（千C＄） F／S 1、2mφ 1．5mφ 2、Omφ

台数 金額（千C＄）台数 金額（千C＄）台数 金額（千C＄）台数 金額（千C＄）

さっ孔機械掘進ジャンボ

Mini　MaticHS205［ 700．4 1
1
700．4 1 700．4 1 　 700．4 1 700．4

採掘ジャンボ　　ー DataSoIoH1008RA 856．8 856．8 0．0 0．0 0．0

レイズ・ボ」ラr RedBore40 』81 5．0 1 815．0 0．0 0．0

プラインドホ」プ 815．O 0．0 6 4，890．0 』4 3，Z60．0　2
3 2，372．2 7 5，590．4 5 3，960．4 3 2，330．4

積込／運搬機械8tトラック（ズリ）

RockRunna800MaitlMover800
165．6 2 331．2 2 331．2 2

　O．Q331．2

2
　0．0331．2327．4

牽引車（鉱石、ズリン 1637 2 327．4

378．0

225

327．4 2 327．4 2

鉱石コンテナー Container（5t〉 18．9
20

48α8
26 F

　500，5
24

445．3

LHD（1．5m3）
Toro150D

283．5 3 850．5 2 567．0 2
2

567．0 2 567．0

コン列一卜許サー
Utimix830 216．9 2 433．8 2 433．8 433．8

232
　433．82，104．7

29
2β20．9

33
2，140．2

34 2，159．9

爆薬、装填車 Loadingカセット 5；．7 1 51．7 O．0 0．0 0．0

サービス用車両牽引車

MaItiMover800　 163．7 2 』 327．4
3　3

491．1 2 327．4 2 327．4

燃料用台車 Fuelカセット 27．3 1 27．3 81．9 3 　　81．9 2 54．6

資材台車 MatεrlaIカセット 37．8
11

37867．8 3 ’113．4 2 75．6 　1 37．8

タンク台車 Sludgeカセヅト 67尋8 3 『203，4’ 2 135．6
、．1『一　』■

67．8
クレーン用台車　 5h9帥セット 35．0 1 35．0 3 105幽O 2 70．0 1 35．0

吹付用台車 ShotCreatカセット 63．0 1 63．0 1 63．O 1 63．0 1 63．0
7 558．3

16
11057．8

12 753．5 8 585．6
人員、資材用車両牽引車

MuItlMover800
163．7 1 163．7 0 0．0 1 1 163．7

資材台車 Servic∈カセット 31．5 1 31．5 0 O．0 1 31．5 1 31．5

ジープ
LandCruzer

52．9 2 105．8 2 105．8105．8
24

105．8301．0
24

105．8301．0

4 301．0 2

計
44 5，604．1

58
8，894．2

55 7，174．8
47 5，321．7

1



表1 3－8

〈労務費と物品費〉

　　く掘削速度，15．1）m／日）

ブラインド　ボー1ノング法の操業費！ 1／ゆ

FIS
1．Zmφ 1．5mφ 2、Omφ

労務費 人員 （千＄／年） 人員 （千＄〆年） 人員 （干＄／年） 人員 （千＄／年）

探鉱
直轄（MJV）脂負 13 　＄772＄2，782 1362

　＄77～＄4，7Z5 1350
　＄772＄3，817 1338

　＄772＄2，908

37

採鉱の計 50
＄3，554 75 ＄5，497 63 ＄4，589 51 ＄3，68（〕

製錬 製錬分析 55 ＄Z，495　＄448 5511 ＄2，495　＄448 5511
＄2，495　＄448 5511 ＄2，495　＄448

11

製錬の計 66 ＄2，943 66 ＄2，943 66 ＄2，943 66 ＄2，943
保全 採鉱製錬 14

＄926
1432 　＄926＄1，440 1432 　＄9～6＄1，440 1432

＄92632
＄1，440 ＄1，440

保全の計 46
＄2，366 46 ＄2，366 46 ＄2，366 46 ＄2，366

坑外 倉庫．資材坑外．警備 8 ＄308＄308 88
＄308＄308 88 ＄308＄308 8 ＄308＄308

8 ■　■　一　一　』　』　8

坑外の計 16
＄615

16
＄615

16
＄615

16
＄615

総務 本社現場事務保安，医藻 19712 ＄963＄328＄543 19712 ＄963＄328＄543 19712 ＄963＄328＄543 19 ＄963＄328＄543

71z

総務の計 38 ＄1，833 38 ＄1，833 38 ＄1，833 38 ＄1，833
労務費の計 216

＄11，310 241 ＄13，254 229 ＄12，345 217 ＄11，437
物品費 消費量

採鉱 採鉱物品燃料，由脂 ＄Z356　＄137　＄Z85 ＄4，596　＄117　＄285 ＄3，50貧， 　＄2，663　　＄106”一■一『師　　＄285

＄110
プロパン ＄285

採鉱の計 ＄2，779 ＄4，998 ＄3，904 ＄3，054

製錬

製錬試薬の計 ＄9，123 ＄9，1～3 ＄9，123 ＄9，123
製品用ドラム缶ボール／ライナー操業／分析油脂類ブロパン ＄187＄57＄200＄308＄30 ＄187＄57＄200＄308＄30 ＄187＄57＄200＄308＄30 ＄187＄57＄200＄308＄30

製錬の計 ＄9，go5 ＄9，go5 ＄9，gO5 ＄9，905

保全
＄547＄535＄600＄100＄50 ＄925＄53S＄600＄100＄50 ＄718＄535＄600＄100＄50 ＄554＄535＄600＄100＄50

保全の計 ＄1，832 ＄2，210 ＄2，003 ＄1，839

坑外
通信事務ガソリンプロパン ＄IOO＄60＄11＄97 ＄100＄60＄11＄97 ＄100＄60＄11＄97 ＄100＄60＄11＄97

坑外の計 ＄268 ＄268 ＄268 ＄268
物品費の計 ＄、4，784 ＄17，381 ＄16，079 ＄15，066

人員 稼働人員
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表3－S　く掘肖11速1皇：，L5、し）m／日〉

　　　　　　　　　ブラインド

く電力費と総務の経費（物品費〉＞

ボーリング法の操業費（2／81

電力費 FIS
1．2mφ 1．Smφ 2．Omφ

採鉱
ポンブ巻上げ機フアン機械装置コンフ’レガーその他

＄368＄156＄443＄32＄88＄71
＄368＄156＄443 ＄368＄156＄443

　　　＄368　　　＄156　　　＄443『　『『『『『『『『『『『　　　　＄66　　　　＄88　　　　＄71

＄49＄88＄71

『　■－　－　　　　　＄88

＄71

探鉱の計 ＄1，158 ＄1，192 ＄1，175 ＄1，158

製錬 製錬 ＄1，314 ＄1，314 ＄1，314 ＄1，314

給水／送風 ＄273 ＄273 ＄273 ＄273
製錬の計 ＄1，587 ＄1，587 ＄1，587 ＄1，587

坑外 キャンプ ＄80 ＄80＄40 ＄80 ＄80

サーヒ’ス施設／照明 ＄40 ＄40 540

坑外の計 ＄120 ＄120 ＄120 ＄120
電力費の計 ＄～，865 ＄2，899 ＄2，882 ＄2，865

経費 項目 （干＄／年）

経費 ＄1，113＄1，095 ＄1，113
　腕　噌　　　　　　　　－　胃　『　　　　＄1，095

交通（万イト）

＄1，113＄1，095　＄150　＄458　＄350　＄112

　　　1　，　一　曽　1　■＄1，095

市民税A　E　C　B 毒150＄458
『　『　『　』　』　『　』　　『　『　『　　『　　『　　『

＄150
　　＄150『　　『　『　『　『　『　『　　＄458

宿舎保険J

＄350

（原子力管理委員会）　　　　囮　－　■　■　■　■　－　■地表権Il一ス料

『　『　『　』　『　『　『　『　『　『　『　『　『　『　『　『　　　＄350

本祇事務所　V経費 　＄470＄1，080

　　　　＄350　　　　＄112』　』　』　一　　　　　　　　　　　　一　■　　■　一　一　　　　＄470

　＄470＄1，080

　　　『　『　『　』　

＄1，080 ＄1，080

経費の計 ＄4，828 ＄4，828 ＄4，828 ＄4，828

総計 ＄33，787 ＄38，362 ＄36，134 ＄34，196

繰業費の集計 年間ウラン生産量

（千lb／年）

（1）NEVP＆Bench
（2）フ’ライント『ホF一リンク『

30783

3，665

操業費 FIS
1．2mφ 1．5mφ 2．Omφ

採鉱 労務費物品費 ＄3554＄2779n　■　』　■　F　』＄1，158

＄4，5亀9＄5497＄4998

＄1，192

＄3，904

電力費
『　 『　『　『　『　『　『　『　『　』　　　』　’　　　　　　　　　　　π　“　　　　　　　　　　　■　『　『　『　

　　　＄1，175
『　『　『　『　『　『　 　『

採鉱の計 ＄7，490 ＄11，688 ＄9，668 ＄7，893

製錬
労務費物品費電力費 ＄2，943＄9，905＄1，58ア ＄Z，943＄9，905＄1，587 ＄2，943＄9，905＄1，587 ＄2，943＄9，905＄1，587

製錬の計 ＄14，434 ＄14，434 ＄14，434 ＄14，434
保全 労務費物品費 ＄2，366＄1，832 ＄2，366＄2，210

＿＿
＄2β66

＄2，003

　　　　＄2，366
　マ　

　『　　■　　　　　　＄1，839

保全の計 ＄4，198 ＄4，575 ＄4，369 ＄4，205

坑外
労務費物品費電力費 ＄615＄268＄120 ＄615＄268＄120 ＄615＄268＄120 S615＄268＄120

坑外の計 ＄1，003 ＄1，003 ＄1，003 ＄1，003

総務 労務費物品費 ＄1，833＄4，828 ＄1，833＄4，828 ＄1，833＄4，828 ＄1，833＄4，828

総務の計 ＄6，661 ＄6，661 ＄6，661 ＄6，661

操業費の計　　（千＄／年〉 ＄33，787 ＄38，362 ＄36，134 ＄34，196
（＄／Ib） 8．93 10．47 9．86 9．33
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呈受3－8　く抗ll肖q速度iL5，0m／lヨ〉

　　　　　　ブラインド　ボーリング法の操業費（3／81）

＜操叢費の計＞

年間ウラン生産量

（1）　N巳VP＆Bench

（2）アラインド奉㌔1ルグ

（干lb／年）

　　　31783

　　　3，665
〈FIS＞

操業費 （人員）労務費 物品費 電力費 肚 原単位（＄／1b）

採鉱劃鐘 5σ　＄3『55ヨ，，，，， 雫，，779 ＄1，158 ＄7，490 1．98
　　　　　　1　－　r　1　，66　　＄2，943

＄9，905 ＄1，587 ＄14，434 3．82
保全 46　　＄2366 ＄1，832 回＄41198 1．11
坑外総務

16　　　＄615 　＄268＄4，828

斜フo ＄1，003
0．27『　駆　『　■　■　『1．76

38　　＄1，833 ＄6，661

操藁費の計 216　　＄11，310 ＄19，612 ＄2，865 ＄33，787 8．93
原単位（＄／lb） 2．99 5．18 0．76 8．93

＜、．2mφ〉

操業費 （人員）労務費 物品費 電力費 討 原単位（＄／lb）

採鉱製錬保全　 ＄1，192

＄1，587

＄11，688＄14，434＄4，575

3．19＄4998＄9，905

3．94
，一　　　　婁aβ6集 鼎2愉，，，， 1．25

坑外総務 16　　　＄615 ＄120 ＄1，003 0．27
38　　＄1，833

　＄268＄4，828

＄6，661 1．82

操業費の計 241　＄13，254 ＄22，209 ＄2，899 ＄38，362 10．47

原単位（＄／1b） 3．62 6．06 O．79 10．47

＜1．5mφ〉

操業費 （人員）労務費 物品費 電力費 計 原単位（＄／1b）

採鉱製辣保全坑外総務 63　　＄4589　　　　　　■　『　－　■　臼　1－　，　1 ＄3，904＄9，9Q5＄2003　＄268＄4，828 ＄1 ，175＄1，587　＄120

2．64

一■■一凹■一　　　　

3．941．19
66　　＄2，94346　　＄236616　　　＄6、538　　＄1，833

＄1，003＄6，661 0．271．82

操業費の計 229　　＄12，345 ＄20，907 ＄2，882 ＄36，134 9．86
原単位（＄／1b） 3．37 5．70 0．79 9．86

＜2，0mφ＞

操業費 （人員）労務費 物品費 電力費 計 原単位（＄／lb）

採鉱製錬保全

坑外総務

51　＄ミ，68066　　＄Z，94346　　＄236616　　　＄61538　　＄1，833 ，，，＄3ρ54，，＄9，905＄1，照9　＄268＄4，828 ＄1，158＄1，5旦7 ＄7，893＄14，4墾

＄120

，窪4吐～o丘＄1，003＄6，661

　　2．15　　3．94『　『　，　『　一　』　　1．15　　0．Z7　　1．82

操業費の計 217　　＄11，437 ＄19，894 ＄2，865 ＄34，196 9．33
原単位（＄／1b） 3．12 5．43 0．78 9．33
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長3－8 　く掘削速度l　l5，0nV日〉

ブラインド・ボーリング法の操業費（4／8）

　　　　　　　　　　　　採鉱の労務費

　　（駐削速度河5，0m／日）

機　械　名 単価（C＄／hr） FIS
1，Zmφ 1．5mφ 2．Omφ

人数 hr／人日 千C＄／年人数 hr／人日 千C＄／年人数 hr／人日 千C＄／年
人数hr／人日　　1

干c＄／年
直轄会社（λタツフ）責任者採鉱主任技師探鉱技師採鉱係員地質主任技師

87．S87．567．595．087．567．5 1112
87．587．S67．595．087．567．5 11

1

　　87．5　　87，5■　1　　67．5，　　95，0　　87．5　　67．5

2，0882ρ8a7，∩RR

『　』　1　，　67．5

2ρ882ρ882，0882ρ882ρ882，088

2ρ88
95．087．5

2，0882，0882，0882ρ882，0882，0882，088Z，088

2，088
地質技師地質係員測量員測量補助 1 2，088 　67．5■　■　■　一　■　■　■　■　■

　190，0P　47．5 190．047．541．8
411

2ρ882，0882，G88
411 2ρ882，088　　■　圏　1　■　「　

Z，0882，088 41．8 41．8

直帽会社の計 13 ア71．8 13 771．8
13

771．8
13

771．8

63．0

12

21201，8391，9801，8401，8401840

63．0 1 　630　57．6　207，5　371，8　185．9　　0．01，354．8 1 ZI120 63．0
57．6207．5

57．6 1 1，8隻9… 　1 1，839 57．6
207．5371．8185．9　∩。∩

2420

2，1201，9801，8401，840

1，980

2，1201，8391，9801，8401，8401β40＿1，840

　371，8　185，9■　■　338，7　　00　82．6　129．3

　1，840　1，昌タo
　371．8　185．9　即　』　』　

　』　　　　　　　一　一　　〇．0

2ρ32・2 16 1，840 1，840 677．4

1，840玉8401，9ηL840 1，8401，8401，979　一　■　一　　　　　一　

18401尾9792，1471，840

　0．O　O．0258．6330．4139．1 0
1，84q

044

　　0．0　　0．0

　一　

1，8ヨ0 ？『8．6

1，840 330．4

　258，6　330，4　B9．1■　，　231．0

2 1，979 139．1

1，840、II照01，97918401，9792，1471，840

榊　』　

462．1100．5158．9126．6

．1，β4q
100．5158．9126．6

222
1，g792，1471，840

4z2z

1，9792，147

1，840

100．5158．9』　『　皿　『126．6

採鉱現場の計 37 2，781．5
62

4，725．2
50

3，816．8
38

2，908．3
電気技師機械技師機械工電気工坑外員 42．2539．5235．8937．3920．88

11732
1，981、，9792，0Q41，9851，841 　　83．7　　39，1　503．5　222．7』　■　　76．9

11732
1，9811，9792，0041，9851，841 83．739．1503．5222．776．9 1173～ 1，9811，9792，0041，9851，841 83．739．1503．5222．776．9 1173z

1ま9旦1

＿

83．739．1503．5222．776．9

1，9792，0041，9851，841

採鉱保全の計
14 9～5．8 14 925．8

14
925．8
14 925．8

請負会社の計
50 3，707．3

75
5，651．0

63
4，742．6

51
3，834．1

合計
63 4，479．1 88 6，422．8

76 5，514．4 64 4，605．9

44
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表3－8 　く掘削速度；15．Om／日＞

ブラインド・ ボーリング法の操業費（6／8）

　　　　　　　　　採鉱機械の燃料・油脂類の年商コスト

（掘削速度115，Om／日） 年間稼働日数1184日

機　械　名 機：　種 出力（KW） 燃料消費量（1／hr） 油脂類消費量（レ台・年） FIS
1．2mφ 1，5mφ 2、Omφ

台数 hr／日 金額（千C＄）台数 hr／日 金額（千C＄：台数 hr／日 金額（干C＄）台数 hr／日 金額（千C＄）
さっ孔機械』掘進ジヤンポ

Mi田MatlcHS2051
65 1414 20001600 1τ 10

　1

　0

O．7 、設β93　　0
10 07 　4，393－　■　■　凹　■　■　■　　　0 10

0．7 4，393　　0

採掘ジヤンボ Dat自Solo　HIOO8RA
65 30

4，6255400

㎜
積込／運搬機械8tトラック（ズリ）

RockRunna800 1036565　

656565

10001

000

21
6．0160 2110

4016．05．0

礁蕪57
　2　1一『『『，，『

4．0 B，567 4．Ol6．0 　13567　17，824一　　一　5，020　　　0　14，558　16，217

MaItiMover800
18425－　－　－　臼　一17，824　7338

1718245，020　　0
』●『『『『『『『16．O ｝　』　一　旧　㎝　一　『藩7，8Z4

　2
　r　1

牽引車（開坑）しHD（1．5m3）
一　　　『

　600，1，200 1
1

』『r，門　『，

MaltiMover8001roro150D（採掘〉

160 18，～09

5．0 5，020　　0 10
　　一　　皿　－　　π　5．0

U→D（1．5m3）■　■　』　一　■　■　■　』コンクリートミキサーT　　－　『　『　－　　　　　罰　－　－　－

■『”　　　　　　F凹『

8．07

．57．O

　F　』　P　ド　　　　　　　　　　　　　　π　一　『TorQ150D（開坑）Utimix830

1，2001，000
22

駆■F『囮門　『凹　　　　　　　　　　　　　　　喘r，　　r19526 　2
　2

507．0 14，558 　14，558　　－　胃　一－　　　　　　皿　16，217 2－2 5．07．0

16，21～ 16，217 2
　胃

『　甲　門　』　P，　『　

MaltIMover800 65 16 1000 2 R。∩』　1．4撫9 3 12．0 37，573 2 ltO 23，282 2 9．0 19，750

人員、資材用台車牽引車

MukiMo〉er800 14 1T 8bO
7，338 0 o．o 0 1 8．0 7，338 1 8．0 7，338

ジープジープ Land　Cn」zer　（監督員）　　　■　■　『　『　n　－　『

6560

P』．，rら

　　600哺．■，臼■■■』　　200

99

8．0 4，360 1 8．0 　　　『　㎜　　4，360 11

R．∩ 4，3603，366
11

8．06．0 4，3603，366

Land　Cruzer（電気員） 60 200 1 6．O 3，366 1 6．O 3，366 6．0

計 16
137，0ア7 14 116，877

14
109，925 14 106，392

燃料コスト；0，3＄／L

油脂類コスト■1，926＄／L
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表3－8 く掘削速度；15，Dmノ日〉
ブラインド・ボーリング法の操業費（7／8）

　　　　　　　　　　　　　採鉱機械のメンテナンス・コスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（掘削速度；15．Om／日）

、994／6／29

機　械　名
年間の稼働単位 維持費

タイヤ費（C＄／）
FIS 1．2m 1．5m 2．Om

（c＄／） 台数 年間稼働金額（千C＄）台数 年間稼働
金額（千C＄ 台数 年間稼働 金額（千C＄1 台数 年間稼働 金額（千c＄1

さっ孔機械
MiniMatic HS2051 m／年

25．002．15
0．85■一np，，』0．02

111 フR〆4黛～ 　1

0
740 19，12♀ 1 740 19，129 1 740

　　　〇　　　〇189，518

1100
』　■　・　一　□　－　－　．　－　■　圏　一　■

002

　　　　　　　　　 　』　』　』■　』1，605

”，一■■一　　　r　，一“一腕－』 O 　　　0　　　0337，000掘進ジヤンボ
　　　■　『　冒採掘ジ焦≧訴　r　

DataSQloH10略跡
m／年m／年 45，570

腕　．　．　0　0

　P　　　　－Z1000　775

06
『『』』』　』』

』r ”　一』■■－“　「
1

1，486レイズ・ボー譲一
RedBore40 59．04　

　』　』59．04

45756　　　0 　0　4

1，427門鮪
一一一’－＝”r　　　”

m／年
r？6，491

フFラインドボフー

積込／運搬機械8tトラック（ズ1」〉

RockRunna8qg一論…
？o．o 等．25

2 11042，20818401，Z8尋
2 736 2 736 31，280 2 736 31，Z80

　一　一　■　『　■　一

hr／年
46，92Q 　　』　』　一　一　　　　　　　　　一

1，932」β3q1，Z88
22422 1，9321，3801，288

82，料012000　｝67，6ZO54，740

1，932

13801，288

82，110 　226

　2　．2

牽引郵鉢石〆リL．鉱石コンテナーLHD（、，5m3）＿コンクリートミ拷一
MaItiMover800．Contalner5tTorolsODUtimix830

曽　』　920．0■　　留500．023．O　ZO．0

　 2
3ユ』路067，6～0

hr／年台／年hr／年hr／年

2032

一9ミ且84019ρ00135，2狙．　54，740

122≦00

5侃40

爆薬、装填車 ㌧。ading地，ソヒ… 台／年 2ρ00，0
1 ～000

0 0 0 0 0 o

サービス用車両牽引車

MaItiMover800Fueiカセツト hr／年　　　一　■　F 10．0 1．00
21 1104 年β，a邸1000

3
3 2粛08．， 7218旦45，099． 　2

■　P　3

2ρ盆4 44し528 　2　2　1 1，656
　36，432　　2，000　　2，000　　一一　－　　3，000　　1，000　10，000

燃料用台車　資材台車
、，OQO卜0『1。。 甲　閥　1　■

　　　一　『　　一　　■　■　『　『　　4，00Q

　　6，000　　　　『　一　』　』　』　　　　

皿　．　一　■　F　　2，000　　、0，qgO

台／鑑＿
”　胴　甲　甲　”　一　”　　　

　3，　r　■　3 6，000
2

台／年
　』　『　『2，0四⑨3，000．0 1

MatehaIカセット
■　剛　榊

る0003000

qゆoo
2　

■　■　猷

閑　F　I　■　F　　　　　　　n

台／年タンク台車
1

SIuσ9萌セツト 『『r『『『『

黛、ooo「一田　　　一 1
Sり。Pカセツト 1，000ρ 1ρ00

z
クレーン用貧喜．．…

31

10，000

　醜台イ窪台／年

！，P，ooo・q
1 、Oρ00

1
吹付用台車

人員、資材用台車牽引重

hr／年 10．0 O．50
1 1，472． 15，456 0 o 0　 1 1”472 15，456 、 1，“72

　1，00026，g19554，205

臼■”，所　一胃謄「■甲F■■『　O，45 1 P1，000 0258 0 　1　2

『　『　55

1，qoO 　1　Z

47

1，Z88台車ジーブ計
Service力魔，！壕一、LandCruzer＿ 1，000・α、…、

■”　一■　’

コ，星88
台／年．hr／年

10．0
2 1聖賂3 ～6，9豊 1，，2賂＿

26，9199Z4，563
　　26，919－　1　717，783

44 547，164

1
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表3－8

年閻稼働日数’184日

＜掘削速度；15，01’n／日＞

ブラインド・ボーリング法の操業費（8／8）

　　　　　　　　　　　　　年悶の採鉱電力費

　　　（掘削速度115・Om／日）　　　　　　　　電力コスト ’0．1C＄／Kwh

機　械　名
負荷率％ FIS 1，2mφ 1．5mφ 2，0mφ

負荷電力 稼働時間 金額（C＄） 負荷電力 稼働時閤 金額（C＄） 負荷電力 稼働時間 金額（C＄） 負荷電力稼働時閻 金額（C＄）

ポンプ
100 839 4380 367，482 839 4，380 367，482 839 4，380 367，482 839 4，380 367，482

巻上げ機
60 6Z9 4127，

155，742
629
4，127 155，742

629 4127，

155，742
629
4，127 155，742

溺風機（生産中〉　　　『　『　

扇風機（ST－BY）

1，036　222
　4416、　　　　　，　4344　，

365，99877，149 1，036 4，4164，344 365，99877149　　7 　1，036『　『　　222
4，4164344，

365，99877，149 1，036　222 4，4164，344 365，99877，149

222

扇風機の計 1，258 443，148 1，258 443，148 1，258 443，148 1，258 443，148

60　
241 2208， 311928　　　0 111

390
22082，208 …コ41ヱ9昌，』． 111 2，208 　　14，705

　　34，445

111130 2，2082208， 14，70517，222機械装置　　レフライント軍一ラー　　1　60

51，667 260 2，208

機械の計
241 31，928

501 66372 371 49，150
241

31，928

コンプレッサー 80 225 4，896 88，128 225 4，896 88，128
225
4，896 88，128 225 4，896 88，128

照明 100
100

50100 4，7524，752 23，760
50100

4，752 η，760 　50－　100 4，7524，752 23，76047，520
50100

4752P4，752 23，76047，520

　　』　一　■　』　』　』　■一　』　』　

その他 1　47，520 4，752 47，520

その他の計
150 71，280 150 71，280 150 71，280 150 71，280

計 3，342 1，157，707 3，602 1，192，152 3，472 1，174，929 3，342 1，157，ア07



　（4）計算結果

　1）総生産コスト

上記の前提条件での計算結果では生産コストは、FISの13，88C＄Abに対してブラインド・

ボーリング法の生産コストは、15，08～18、26C＄Abとなった。これは、当初のNEVP法よ

り120～4，38C＄価高くなり、生産コストが1，09～1，32倍となる。　（表3－9参照）

また図3－1より、掘削径の方が、掘削速度より生産コストに対する影響が大きい。

採掘実収率、ずり混入率を変更しないでブラインド・ボーリング法の生産コストを計

算すると、生産コストは13．82～16．83C＄胎となり、掘進速度15．Om／日、掘削径2，0mで

NEVP＆Bench法よりも0．06C＄Ab安くなる。

　　　　　　　表3－9　ブラインド・ボーリング法の生産コスト

　　　　　　　　　F／S；（起）4，95＋（操）8．93＝13，88C＄Ab

く採掘実収率、ずり混入率を変更した場合＞　　　　　　　　　　単位；C飢b

掘削速度

5m／日 10m／日 15m／日

掘　　削　　径

1．2mφ 起業費 6．25 5．97 5．87

操業費 12．01 10．86 10．47

生産コスト 18．26 16．83 16．34

1．5mφ 起業費
6．03　『　　一

5．87 5．81

操業費 10．76 10．12
　F　　一　　騨　　7　　闇　　　9．86

生産コスト 16．79 15．99 15．67

2，0mφ 起業費 5．87 5．79 5．75

操業費 9．85 9．46 一　9．33

生産コスト 15．72 15．25 15．08

く採掘実収率、ずり混入率を一定にした場合〉 単位；C＄バb

掘削速度

5m／日 10m／日 15m／日

掘　　削　　径

1，2mφ 起業費 5．20 4．97 4．88

操業費 11．63 10．52 曽　　10，14

生産コスト 16，83　’ 15．49 15．02

1，5m¢ 起業費 　　　5，02
　　 　　｝

4．83

操業費 10．42 9．80 9．55

生産コスト 15．44 14．68 14．38

2，0m磁 起業費 4．88 4．81 4．78

操業費 9．54 9．17 9．04

生産コスト 14．42 13．98 13．82
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ミ．ドゥ．スト，、、、こ基づく　　図3－1ブラインド・ボーリング法の生産コストの計算結果

　　　　　ブラインド・ポーリング法の生産コスト
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　2）採鉱関係の生産コスト

採鉱関係だけの生産コストを比較するために、起業費は採鉱関係の直接費と、直接費

に対するFISでの間接比率45，U％を用いて間接費を算出した。

　年間の操業費は、労務費として採鉱と採鉱関係の保全、物品費として採鉱と採鉱関係

の保全、電力費として採鉱分を抽出して求めた。

起業費およぴ操業費の各々原価を計算して、その和を生産コストとして算出した。

　採鉱関係だけの生産コストを比較するとNEVP法が、4，44C＄nbに対して4，72～8，13

C＄Abとなり0，28～3，69C＄Ab高くなる。すなわちブラインド・ボーリング法の採鉱関係

の生産コストが、NEVP法に比べて、1．06～L83倍となる。　（表3－10参照）

’総生産コストと比べてコスト上昇幅が少ないのは、ウラン量の減による採鉱関係以外

でも原価高が生じるからである。

採掘実収率、ずり混入率を変更しないでブラインド・ボーリング法の生産コストを計

算すると、採鉱関係だけの生産コストは4，30～7，51C＄Abとなり、掘進速度15．Om／日、

掘削径2，0mでNEVP＆Bonch法よりも0，15C＄肋安くなる。

表3－10　採鉱関係だけの生産コスト

F／S　l（起）1，93＋（操）2，51＝4，44C＄／1b

く採掘実収率、ずり混入率を変更した場合〉

単位；C劃b

掘削速度

5m／日 10m／日 15m／日

掘　　削　　径

1，2m6 起業費 2．29 1．95 1．83

操業費 5．21 4．10 3．72

生産コスト 7．50 6．05 5．55

L5mφ 起業費 2．02 1．83 1．76

操業費 4．DO 3．38 3．13

生産コスト 6．02 5．21 4．89

2，0mφ 起業費 1．83 1．73

操業費 3．12

生産コスト 4．95 4．48 4．30
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く採掘実収率、ずり混入率を一定にした場含＞

単位lC＄／1b

掘削速度

5m／日 10m／日 15m／日

掘　　削　　径

i．2mφ 2．75 2．35 2．20

5．38 4．23
甲　　一　　『　3，84

生産コスト 8．13 6．58 6．04

1、5mφ
．起業費■　曹　曹　－　一　　一　一　　層

2．43 2．203．49

2．11

操業費 4．13
甲　　甲　　■　　曹　曹　　，　■　冒　　■　　曹　■　　曹　曹　一　　一　　一　－　　一　　r　，　　－　　曹　冒　　■　　甲　｝　　r

3．23

生産コスト 6．56 5．69 5．34

2．Omづ 起業費 2．19 2．08 2．02

操業費 3．22 2．84
　　　■　　一2．70

生産コスト 5．41 4．92 4．72
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ω

FIS
掘削速度　　　5，0m／日 掘即1速度　　　　　10，0m／臼 櫨削速度　　　15．Om■日

金額（千C＄） 原単位（C＄／lb）金額（干c＄） 原単位（C＄／1b）金顧（千C＄） 原単位（C＄／1b）金額（干c＄） 原単位（C＄／lb〕

1．2mφ

　　　　　　　　採鉱関係の起業費 　＄47，708 1330．60 ＄56，491 　　　　1．90『　一　　　〇．86 　　＄48，158四　一　　　　　　　　　　　一　

　　＄21，724

1．6～ ＄45，050
＄～1，521

［　㎜　闇　 －　■　一　■　　　　　　　　　　　　　一
　｝　　『　一　『　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 『　』　　』　　　　　』　

＄25，483 0．73 ＄20，322

　　　　1．51
　ユ　 　　　　　　0．68

計 ＄69，229 1．93 ＄81，974 Z．75 　＄69，882 2．35 ＄65，372 2．20
採鉱関係の操業費（千C＄／年）　　0．45109274 （労務費）採鉱

＄3，554 ＄10，948 2．99 1．87 ＄5，497 　　　　1．50　　　　
　T　　　　O．Z5

　　　　
　　》　　　

　　　　0．00　　　　1．36

＄926

O．940．240．OOO．73

　　一　■　『　皿 』　』　』

一保全（採鉱） ＄926 0．25

＄6，860　　』　　一　

　＄926 0．25 ＄926
（物品費〉採鉱　　一　

　『　『

＿　＄～一779 ＄5ρ3Z

0．001．37

災01q

0．001．ヨ7

s4。gq只

保奪（採鉱） ＄1，082 0．Z9 ＄15～4 0．42 ＄1，491 0．弔 ＄t460 0．40
（電力費）採鉱
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0．000．35

＄1，Z18
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』　
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直接費間接費

＄21，5～1 0．60『＄22，507 0．76 ＄20，331 0．68 ＄19，546 0．66
計 ＄69，2Z9 1．93 ＄7～，402 Z．43 ＄65，402 2．20 ＄62，877 2．11

採鉱開係の操業費〔干C＄／耳） （労務費）採鉱
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＄4589　，
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（物品貴）採鈷

＄2，779
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＄21，521 0．60 ＄20，306 0．68 ＄19，221 0．65
　　『　 『　’　　　　0．63

計 ＄69，229 1．93 ＄65，321 2．19 ＄61，830 2．08 ＄60，18B 2．02
採鉱関係の繰業費（千C＄！年） （労鶏費）採鉱　　　　

　一　　　　　
　　　　1．13
　一　

＄3，ββo　＄926

　　1，00
　『　　　一　　〇．25　　0．00　　0．83
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0．30一　　一　　　　　　　　

0．000．32
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4．45 5．4Z 4．91 4．73

　　表3－11採鉱関係だけの生産コストの内訳
F／S〔NEVP＆Ben¢h）；総ウラン量（干lb）　　　　　35，786、年間生産ウラン量（千b■年）

フ・ラインドポー1’ンク・：総ウラン量（千Ib）　　　　　　29，760、年問生産ウラン量（午lb／年）

3，783

3，665
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3－2　採鉱関係だけの生産コストの計算結果
ミッドウェストF／sに基づく

　　　　　ブラインド・ボーリング法の採鉱闘係の生産コスト
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4，生産コストの予想

　（1）コスト計算に必要な項目

各採鉱法での生産コストを計算するにあたり、明確にしなければならない項目を下記

にまとめる。

　　1）掘削の仕様

　　　　イ）掘削の方向（上向き、下向き）

　　　　ロ）掘削径　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　ハ）最大掘削深度

　　2）掘削工程

　　　　イ）掘削速度

　　　　ロ）大口径掘削機（ボーラー）の稼働率（準備期間と純掘削期間の比率）

3）採鉱条件

①下向き（プラインド・ボーリング採鉱法）

　　イ）掘削した繰り粉を回収するために岩盤の漏水、漏気が無いか、またはある場

　　　合の対処方法

　　ロ）リーミングビットの取付け方法（簡略化した方法）

　ハ）掘削完了までの孔壁が自立できるか、またはできない場合の対処方法

②上向き（ボックスホール・ボーリング採鉱法、ジェット・ボーリング採鉱法）

　イ）掘削した繰り粉を集める方法

　ロ）掘削時に孔壁およぴ掘削面の崩落が生じないか、生じる場合の対処方法

③共通

　イ）採掘実収率（理論的には78，5％以下）

　口）掘削した繰り粉（功績）の坑外への運搬方法

　（2）ミッドウェストの生産コストの予想

　ミッドウェストでの試験採掘結果から実績の日当りの最大掘削速度は、7，82m／日で

あったが、作業方別のタイムスタディによる計算上の最大掘進速度は、31，5m／日であっ

た。

　また掘削径は、シガーレイクの試験採掘からも1，5mφ以上可能である。

　これらより、掘削速度10m／日、掘肖Il径を1．5mと仮定するとブラインド・ポーリング

採鉱法での生産コストは、15，99C鋼b（採鉱関係は5，69C瓢b）となった。当初の

NEVP＆Bench採鉱法では、13，88C＄／1b（採鉱関係は4．44C卸b）であるから2．ll　C部b高く

なり、約15％のコストァップである。　（表3－9、表3－10参照）
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2、11C釧bのコスト高の要因は、採鉱関係が1，25C＄Abで、採鉱関係以外が0．86C＄／1bで

ある。

採鉱関係以外の要因でコスト高になる理由は、採鉱法の変更による採掘実収率の減に

よりウラン量が低減したことによる。

起業費と操業費の内訳で見ると、起業費で0，92C＄肋、操業費でL19C＄Abである。

　起業費は、費用総額で264万C＄減っているにもかかわらず、ウラン量が採掘実収率の

低下で600万ポンド減ったため、0，92C＄価の原価高となった。

　操業費は、年間費用で330万C＄増え、また出鉱品位の低下により年問ウラン生産量も

約12万ポンド減って、1，19C＄乃bの原価高となった。　（表3－5、表3－6参照）

　出鉱品位が低下するのは、高品位鉱の可採品位がずり混入率の低下により高くはなる

が、高品位鉱の採掘実収率の低下により、年間の出鉱量を一定としているので低品位鉱

の出鉱比率が増え、結果としての出鉱品位が下がるためである。　（表3－1）

　（3）シガーレイクの生産コストの予想

　「鉱床規模による生産コストの概算（カナダ・アサバスカ周辺）」の報告書では、出

鉱品位7．71％U308、出鉱量235t／日として、NEVP採鉱法での生産コストを計算した。

　しかし、シガーレイクでは、ジェット・ボーリングまたはボヅクスホール・ボーリン

グ採鉱法が採用される予定である。

　この両採鉱法は、「4（1）コスト計算に必要な項目」で示したように、ブラインド・

ボニリング採鉱法のコスト・カテゴリーと同じであるので、ミッドウェストでのブライ

ンド・ボーリング採鉱法の生産コストを算出した結果を使って、シガーレイクの生産コ

ストを予想する。

生産コストを大きく左右する要因は、採掘実収率とずり混入率により変動する生産ウ

ラン量、採掘工程により増減する労務費（必要採鉱人員）である。

　ここでは、ミッドウェストで仮定した条件をシガーレイクにも適用して、生産コスト

を予想する。

　1）採掘実収率78．5％

　2）ずり混入率2LO％

　3）掘削速度10，0m／費、掘削径1，5mφ

NEVP採鉱法で計算されたシガーレイクの起業費の中の採鉱機械購入費、操業費の中

の採鉱労務費と採鉱物品費のみをミッドウェストのブラインド・ボーリング採鉱法で算

出した費用を使って、生産量と操業日数に比例させて求めた。
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　算出するやり方は、機械購人費は1日当りの生産量から235／124倍、労務費は1日当り

の生産量と操業日数から（235／124）＊（300／i84）倍、物品費は、年間生産量から

70，600／20，500倍とした。その他の費用は、NEVP採鉱法で計算されたものを使う。

　これによりシガーレイクの生産コストは、NEVP法の6，85C＄Abに対して、1，31C＄Ab高

い、8，16C翻bとなった。　（表4－1参照）

　コストの内訳として起業費と操業費で比べて見ると、ブラインド・ボーリング法が起

業費で0．23C＄Ab高く、操業費はLOgC＄Ab高くなった。

　シガーレイクの場合、埋蔵ウラン量が約32千万ポンドと非常に多く、起業費で約16百

万C＄高くても原価には、0，23C卸bしか影響が出ず、操業費では年間約16百万C＄高くなっ

ても、ずり混入率の低下によって原価は1，09C＄価しか高くならない。

採掘実収率、ずり混入率を変更しないでブラインド・ボーリング法の生産コストを計

算すると、埋蔵ウラン量は増えるが、逆に生産コストは8，29C＄Ab（起業0．73C＄価、操

業C＄乃b7，56）となり0．13C＄nb高くなる。

　したがって、予想生産コストは、シガーレ・イクではNEVP法と比べて2割弱の原価高

の8．16C＄Abとなり、ミッドウェストでは1割5分の原価高の15，99C＄／1bである。

他の採鉱法と比較して、放射線防護に対して安全で確実なブラィンド・ポーリングま

たはジェット・ボーリング採鉱法の技術が確立していれば、この程度の原価高ではコス

ト的にも決して引けをとるものでないと考える。

　なぜならば、従来型の採鉱法と比較してコストの差が1割～2割の範囲であるならば、

従来法での不確実性（放射線防護に対する不安と、軟弱な岩石の採掘の不確実な回収）

とパランスし、技術的目処がついているブラインド・ポーリングまたはジェット・ボ

ーリング採鉱法を選択し、経験を積み重ねながら、生産コストの低減が計れると考える。
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表4ヨ　シガーレイクの生産コストの予想

NEVP＆Bench採鉱5去 フ’ラインドホ㌔リング採鉱法

採掘実収率 98％ 78．50％
ずり混入率 26％ 21％
総生産量（荊b） 320，787 256，957
年閻生産■（干lb／年） 11，760 12，246

起業費 金額（干C＄） 原価（C＄／1b） 金額（干C＄） 原価（C＄／1b）

採鉱 0．22 ＄85，417 0．33
製錬 ＄63，542 0．20 ＄63，542 O．25
インフラ ＄19，948 0．06 ＄19，948 O．08
間接費 ＄64，713 O．20 ＄64，713 0．2S
起業費の計 ＄217，699 O．68 ＄233，620 0．91

操業費 金額（千C＄／年） 原価（C＄／lb） 金額（千C＄／年）原価（C＄／1b）

労務費採鉱』　　　　　肇

蹄　　＄8，271
㌔Q70

壷＄↑6，985
1．39

製錬 ＄4，574 「一 0．39 ＄4，574 O．37
保全 ＄4，050 0．34 ＄4，050 0．33
坑外 ＄1，075 0．09 ＄1，075 0．09
総務 ＄3，233 α27 ＄3，233 0．26
労務費の計 ＄21，203 1．80 ＄29，917 2．44
物品費採鉱

婁β，858 　　050 ＄τ3，469 1．10
製錬 ＄28，882 2．46 ＄28，882 2．36

＄3，015 0．26 ＄3，015 0．25
保全坑外

＄454 0．04 ＄454 0．04
総務 ＄7，870 0．67 ＄7，870 0．64
物品費の計 ＄46，079 3．92 ＄53，690 4．38
電力費採鉱

＄2，189 0．19 ＄2，189 0．18
製錬 ＄3，051 0．26 ＄3，051 0．25
電力費の計 ＄5，240 O．45 ＄5，240 0．43
操業費の計 ＄72，522 6．17 ＄88，847 7．26
生産コスト（起業費＋操業費） 6．85 8．16
山昴目　竹「　ー　　ウ（ハA出鉱量； 235t／日、70，600t／年

ブラインド・ボーリング採鉱法の生産量の算出式

　　　　　　　　　総生産量＝320，787★（78．5／98）

　　　　　　　　　年間生産量＝11，760★（1．26／1．21）

　　　　　　　　　掘削速度＝10．Om／日

　　　　　　　　　掘削径＝1．5mφ
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